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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の周波数帯域を同時に用いて第１通信装置および第２通信装置が無線通信を行う無
線通信方法において、
　前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域の中から、所定の周波数帯域幅に含まれ且つ各周波数帯域につい
ての個別の送信電力の累積制御量がそれぞれ所定量以下である２以上の周波数帯域を抽出
し、
　抽出した前記２以上の周波数帯域のうちの少なくともいずれかの周波数帯域によって前
記第２通信装置から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、前記２以上の周波数帯
域の各無線信号の送信電力の共通の制御情報を前記第２通信装置へ送信し、
　前記第２通信装置が、
　前記第１通信装置によって送信された前記共通の制御情報を用いて送信電力を制御した
前記２以上の周波数帯域の各無線信号を前記第１通信装置へ送信する、
　ことを特徴とする無線通信方法。
【請求項２】
　前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域のうちの抽出されなかった周波数帯域のそれぞれについて、前記
第２通信装置から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、前記抽出されなかった周
波数帯域の各無線信号の送信電力の制御情報を前記第２通信装置へ送信し、
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　前記第２通信装置が、
　前記第１通信装置によって送信された前記制御情報を用いて送信電力を制御した前記抽
出されなかった周波数帯域の無線信号を前記第１通信装置へ送信する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の無線通信方法。
【請求項３】
　前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域の中から、前記所定の周波数帯域幅に含まれ且つ前記第２通信装
置から受信した無線信号の品質がそれぞれ所定品質以上である２以上の周波数帯域を抽出
する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の無線通信方法。
【請求項４】
　前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域の中から、前記複数の周波数帯域のうちの少なくともいずれかの
周波数帯域の中心周波数に応じた周波数帯域幅に含まれる２以上の周波数帯域を抽出する
、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の無線通信方法。
【請求項５】
　前記第２通信装置が、
　移動局であり、
　前記第１通信装置が、
　前記第２通信装置の移動速度を示す情報を取得し、
　前記複数の周波数帯域の中から、取得した情報が示す移動速度に応じた周波数帯域幅に
含まれる２以上の周波数帯域を抽出する、
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の無線通信方法。
【請求項６】
　前記第１通信装置が、
　前記第１通信装置と前記第２通信装置との間の電波の遮蔽度合いを示す情報を取得し、
　前記複数の周波数帯域の中から、取得した情報が示す遮蔽度合いに応じた周波数帯域幅
に含まれる２以上の周波数帯域を抽出する、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の無線通信方法。
【請求項７】
　複数の周波数帯域を同時に用いて無線通信を行う第１通信装置と第２通信装置とを含む
無線通信システムにおいて、
　前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域の中から、所定の周波数帯域幅に含まれ且つ各周波数帯域につい
ての個別の送信電力の累積制御量がそれぞれ所定量以下である２以上の周波数帯域を抽出
する抽出部と、
　前記抽出部によって抽出された前記２以上の周波数帯域のうちの少なくともいずれかの
周波数帯域によって前記第２通信装置から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、
前記２以上の周波数帯域の各無線信号の送信電力の共通の制御情報を前記第２通信装置へ
送信する送信部と、
　を有し、
　前記第２通信装置が、
　前記第１通信装置によって送信された前記共通の制御情報を用いて送信電力を制御した
前記２以上の周波数帯域の各無線信号を前記第１通信装置へ送信する送信部を有する、
　ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項８】
　複数の周波数帯域を同時に用いて他の通信装置から無線信号を受信する通信装置におい
て、
　前記複数の周波数帯域の中から、所定の周波数帯域幅に含まれ且つ各周波数帯域につい
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ての個別の送信電力の累積制御量がそれぞれ所定量以下である２以上の周波数帯域を抽出
する抽出部と、
　前記抽出部によって抽出された前記２以上の周波数帯域のうちの少なくともいずれかの
周波数帯域について前記他の通信装置から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、
前記２以上の周波数帯域の各無線信号の送信電力の共通の制御情報を前記他の通信装置へ
送信することにより、前記他の通信装置に、前記共通の制御情報を用いて送信電力を制御
した前記２以上の周波数帯域の各無線信号を自装置へ送信させる制御部と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信方法、無線通信システムおよび通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、無線通信において、移動端末装置から無線基地局装置への上りリンクにおいて、
複数のコンポーネントキャリアの送信電力を共通のＴＰＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　
Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コマンドで制御する技術が知られている（たとえば、下記
特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－００５０７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来技術では、伝搬路特性が類似していない複数のコンポーネ
ントキャリアに対して共通のＴＰＣコマンドを用いると、無線通信の品質が低下する場合
がある。
【０００５】
　１つの側面では、本発明は、伝搬路特性が類似している複数のコンポーネントキャリア
に対して共通のＴＰＣコマンドを用いることによって、制御のためオーバーヘッドを減ら
しつつ、無線通信の品質の低下を抑えることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面によれば、複数の周波数帯域を同時に用いて第１通信装置および第２通
信装置が無線通信を行う無線通信方法において、前記第１通信装置が、前記複数の周波数
帯域の中から所定の周波数帯域幅に含まれる２以上の周波数帯域を抽出し、抽出した前記
２以上の周波数帯域のうちの少なくともいずれかの周波数帯域によって前記第２通信装置
から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、前記２以上の周波数帯域の各無線信号
の送信電力の共通の制御情報を前記第２通信装置へ送信し、前記第２通信装置が、前記第
１通信装置によって送信された前記共通の制御情報を用いて送信電力を制御した前記２以
上の周波数帯域の各無線信号を前記第１通信装置へ送信する、ことが提案される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の一態様によれば、無線通信の品質の低下を抑えることができるという効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、無線通信システムの機能的構成の一例を示す説明図である。
【図２】図２は、無線通信システムのシステム構成例を示す説明図である。
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【図３】図３は、基地局と移動機との間で送受されるコンポーネントキャリアの一例を示
す説明図である。
【図４】図４は、周波数領域上におけるＣＣの相対関係の一例を示す説明図である。
【図５】図５は、基地局のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図６】図６は、移動機のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図７】図７は、基地局の機能的構成の詳細構成の一例を示す説明図である。
【図８】図８は、移動機の機能的構成の詳細構成の一例を示す説明図である。
【図９】図９は、アップリンクのコンポーネントキャリアのグルーピング例を示す説明図
である。
【図１０】図１０は、ダウンリンクのコンポーネントキャリアのグルーピング例を示す説
明図である。
【図１１】図１１は、基地局に記憶されるＵＬＣＣグルーピングテーブルの一例を示す説
明図である。
【図１２】図１２は、基地局に記憶されるＤＬＣＣグルーピングテーブルの一例を示す説
明図である。
【図１３】図１３は、基地局が行う上り送信電力制御情報省略モード時の送信電力制御処
理の一例を示すフローチャートである。
【図１４】図１４は、基地局および移動機が行う上り送信電力制御情報省略モードを開始
する際の処理の一例を示すシーケンス図である。
【図１５－１】図１５－１は、グルーピングを行う際の動作例を示す説明図である。
【図１５－２】図１５－２は、グルーピングを行う際に合わせるＣｈａｎｎｅｌ　Ｅｄｇ
ｅの一例を示す説明図である。
【図１６】図１６は、基地局および移動機が行う上り送信電力制御情報省略モード中の処
理の一例を示すシーケンス図である。
【図１７】図１７は、基地局が行う下り送信電力制御情報省略モード時の送信電力制御処
理の一例を示すフローチャートである。
【図１８】図１８は、基地局および移動機が行う下り送信電力制御情報省略モードを開始
する際の処理の一例を示すシーケンス図である。
【図１９】図１９は、基地局および移動機が行う下り送信電力制御情報省略モード中の処
理の一例を示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に図面を参照して、本発明にかかる無線通信方法、無線通信システムおよび通信装
置の実施の形態を詳細に説明する。
【００１０】
（無線通信システムの機能的構成の一例）
　図１は、無線通信システムの機能的構成の一例を示す説明図である。図１に示すように
、無線通信システム１００は、複数の周波数帯域を同時に用いて無線通信を行う第１通信
装置１１０および第２通信装置１２０を含む。第１通信装置１１０は、抽出部１１１と、
送信部１１２と、取得部１１３と、を有する。第２通信装置１２０は、受信部１２１と、
送信部１２２と、を有する。
【００１１】
　抽出部１１１は、複数の周波数帯域の中から所定の周波数帯域幅に含まれる２以上の周
波数帯域を抽出する。周波数帯域とは、コンポーネントキャリアの周波数チャネル幅であ
る。所定の周波数帯域幅とは、少なくとも隣接または近傍の２以上の周波数帯域が存在し
且つ必ずしも全ての周波数帯域が存在することのない周波数帯域幅である。たとえば、隣
接する周波数帯域または近傍の周波数帯域は、減衰やフェージングといった伝搬路特性が
類似する。言い換えれば、抽出部１１１は、伝搬路特性が類似する２以上の周波数帯域を
抽出する。また、抽出するとは、グルーピングするという趣旨を含む。つまり、抽出部１
１１は、伝搬路特性が類似する２以上の周波数帯域をグルーピングする、ともいえる。
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【００１２】
　送信部１１２は、抽出された周波数帯域のうちの少なくともいずれかの周波数帯域によ
って第２通信装置１２０から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、２以上の周波
数帯域の各無線信号の送信電力の共通の制御情報を第２通信装置１２０へ送信する。無線
信号の品質の測定結果は、抽出部１１１によって抽出された２以上の周波数帯域のうちの
少なくともいずれかの周波数帯域のものであればよい。たとえば、抽出部１１１によって
抽出された２以上の周波数帯域のうちの１つの周波数帯域のものでもよいし、複数の周波
数帯域の平均でもよい。これは、伝搬路特性が類似する２以上の周波数帯域では、第２通
信装置１２０からの無線信号の測定結果も類似する傾向にあるためである。
【００１３】
　また、抽出部１１１によって抽出された２以上の周波数帯域の全ての周波数帯域につい
て第２通信装置１２０からの無線信号の品質を測定すれば、各無線帯域について無線信号
の品質の変化を知ることの測定結果の精度を向上させることができる。伝搬路特性が類似
する２以上の周波数帯域では、増減させる送信電力がそれぞれ同様の傾向になる。そのた
め、送信部１１２は、上述の無線信号の品質の測定結果に基づいて、伝搬路特性が類似す
る２以上の周波数帯域の各無線信号の送信電力の共通の制御情報を第２通信装置１２０へ
送信する。
【００１４】
　制御情報は、送信電力を増加または減少させる正負を示す情報や、送信電力の増加量ま
たは減少量を示す情報や、送信電力の値そのものを示す情報などである。共通の制御情報
と２以上の周波数帯域とは、対応付けられて、第２通信装置１２０へ送信される。たとえ
ば、送信部１１２は、抽出部１１１によって抽出されたｎ個の周波数帯域について、１個
の制御情報を送信する。
【００１５】
　第２通信装置１２０の受信部１２１は、第１通信装置１１０によって送信された制御情
報を受信する。具体的には、受信部１２１は、送信電力の共通の制御情報と２以上の周波
数帯域とが対応付けられた情報を受信する。第２通信装置１２０の送信部１２２は、受信
部１２１によって第１通信装置１１０から受信された共通の制御情報を用いて送信電力を
制御した２以上の周波数帯域の各無線信号を第１通信装置１１０へ送信する。
【００１６】
　このように、第１通信装置１１０の送信部１１２は、共通の制御情報を第２通信装置１
２０へ送信することにより、第２通信装置１２０に、共通の制御情報を用いて送信電力を
制御した２以上の周波数帯域の各無線信号を第１通信装置１１０へ送信させる。無線通信
システム１００では、伝搬路特性が類似する２以上の周波数帯域に対して１個の送信電力
の制御情報によって送信電力を制御することが可能な送信電力制御情報省略モードが行わ
れる。
【００１７】
　また、送信部１１２は、複数の周波数帯域のうちの抽出部１１１によって抽出されなか
った周波数帯域のそれぞれについて、第２通信装置１２０から受信した無線信号の品質の
測定結果に基づく、各無線信号の送信電力の制御情報を第２通信装置１２０へ送信する。
言い換えれば、送信部１１２は、たとえば、伝搬路特性が類似せずにグルーピングされな
かった周波数帯域については、それぞれ個別の無線信号の制御情報を送信する。送信部１
１２は、たとえば抽出部１１１によって抽出されなかったｍ個の周波数帯域について、ｍ
個の制御情報を送信する。
【００１８】
　第２通信装置１２０の受信部１２１は、抽出部１１１によって抽出されなかった周波数
帯域のそれぞれについての無線信号の送信電力の制御情報を受信する。送信部１２２は、
受信部１２１によって受信された制御情報を用いて送信電力を制御した、抽出部１１１に
よって抽出されなかった周波数帯域の無線信号を第１通信装置１１０へ送信する。
【００１９】
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　また、抽出部１１１は、複数の周波数帯域の中から、所定の周波数帯域幅に含まれ且つ
各周波数帯域についての個別の送信電力の累積制御量がそれぞれ所定量以下である２以上
の周波数帯域を抽出する。累積制御量が所定量以下とは、送信電力の増減させる変化が少
なく電力が安定していることである。つまり、抽出部１１１は、送信電力の増減が安定し
ており、伝搬路特性が類似する２以上の周波数帯域を抽出する。
【００２０】
　また、抽出部１１１は、複数の周波数帯域の中から、所定の周波数帯域幅に含まれ且つ
第２通信装置１２０から受信した無線信号の品質がそれぞれ所定品質以上である２以上の
周波数帯域を抽出する。無線信号の品質の測定結果が所定品質以上とは、品質が安定して
いることである。つまり、抽出部１１１は、無線信号の品質が安定しており、伝搬路特性
が類似する２以上の周波数帯域を抽出する。無線信号の品質には、たとえばＲＳＳＩ（Ｒ
ｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：受信信号強度
）を用いることができる。
【００２１】
　また、抽出部１１１は、２以上の周波数帯域を周期的に抽出する。周期的とは、たとえ
ば所定時間おきである。これにより、グルーピングする周波数帯域を逐次更新することが
でき、送信電力制御情報省略モードを継続および中止することができる。
【００２２】
　また、抽出部１１１は、複数の周波数帯域の中から、複数の周波数帯域のうちの少なく
ともいずれかの周波数帯域の中心周波数に応じた周波数帯域幅に含まれる２以上の周波数
帯域を抽出する。たとえば、周波数帯域の中心周波数が高周波数である場合、信号の直進
性がよくなり信号が回り込みやすくなるため、周波数帯域の中心周波数が低周波数である
場合に比べて、たとえば信号品質が低下しやすくなる。そのため、周波数帯域の中心周波
数が高周波数である場合、周波数帯域の中心周波数が低周波数である場合に比べて、狭い
周波数帯域幅とする。
【００２３】
　また、第２通信装置１２０が移動局の場合、取得部１１３は、第２通信装置１２０の移
動速度を示す情報を取得する。抽出部１１１は、複数の周波数帯域の中から、取得部１１
３によって取得された情報が示す移動速度に応じた周波数帯域幅に含まれる２以上の周波
数帯域を抽出する。たとえば、第２通信装置１２０の移動速度が速くなると、移動速度が
遅い場合や停止している場合に比べて、たとえば信号品質が低下しやすくなる。そのため
、第２通信装置１２０の移動速度が速くなると、狭い周波数帯域幅とする。たとえば、第
２通信装置１２０の移動速度が閾値以上となった場合に、周波数帯域幅を狭くしてもよい
。
【００２４】
　また、取得部１１３は、第１通信装置１１０と第２通信装置１２０との間の電波の遮蔽
度合いを示す情報を取得する。抽出部１１１は、複数の周波数帯域の中から、取得部１１
３によって取得された情報が示す遮蔽度合いに応じた周波数帯域幅に含まれる２以上の周
波数帯域を抽出する。電波の遮蔽度合いとは、たとえば、高層ビルが乱立するような場所
では、高層ビルが乱立しない場所に比べて、たとえば信号品質が低下しやすくなる。
【００２５】
　そのため、第１通信装置１１０と第２通信装置１２０との間の電波の遮蔽度合いが高く
なると、狭い周波数帯域幅とする。遮蔽度合いは、第２通信装置１２０の位置情報と、地
物情報を含む地図データと、から得ることができる。つまり、取得部１１３は、第２通信
装置１２０の位置情報と地物情報を含む地図データとに基づく遮蔽度合いを取得する。
【００２６】
　また、抽出部１１１は、信号の変調方式に応じた周波数帯域幅に含まれる２以上の周波
数帯域を抽出してもよい。信号の変調方式とは、たとえば、ＱＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒ
ｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）や、ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ
　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）などである。変調方式に応じて、信号品質が
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低下のしやすさが異なる。そのため、信号の変調方式に応じて周波数帯域幅を変えてもよ
い。
【００２７】
（無線通信システムのシステム構成例）
　図２は、無線通信システムのシステム構成例を示す説明図である。図２に示すように、
無線通信システム１００は、複数の基地局２０１と、複数の移動機２０２と、を有する。
基地局２０１は、たとえば、図１の第１通信装置１１０である。また、移動機２０２は、
図１の第２通信装置１２０である。各基地局２０１は、ネットワーク２１０を介してそれ
ぞれ接続されている。たとえば、ネットワーク２１０は、インターネット、ＬＡＮ（Ｌｏ
ｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
などである。
【００２８】
　また、基地局２０１は、無線通信ネットワーク２２０を介して移動機２０２と接続され
ている。基地局２０１は、電波が届く範囲を示すセル内にある移動機２０２とネットワー
ク２１０により接続される。基地局２０１は、ネットワーク２１０からのデータを無線イ
ンタフェースに合うデータフォーマットに変換して自セル内にある移動機２０２に無線周
波数で搬送する。また、基地局２０１は、無線周波数で搬送される移動機２０２らのデー
タを受信して有線インタフェースに合うデータフォーマットに変換し、無線通信ネットワ
ーク２２０に搬送する。
【００２９】
　移動機２０２は、たとえば、携帯電話、スマートフォン、タブレットコンピュータ、Ｐ
Ｃ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）などである。移動機２０２は、無線通信ネッ
トワーク２２０によって基地局２０１に接続することにより、たとえば、通話機能を有す
るほか、各種データを基地局２０１からダウンロードしたり基地局２０１へアップロード
したりする。
【００３０】
（基地局と移動機との間で送受されるコンポーネントキャリアの一例）
　図３は、基地局と移動機との間で送受されるコンポーネントキャリアの一例を示す説明
図である。図３に示すように、基地局２０１ａは、移動機２０２ａに接続されている。ま
た、基地局２０１ｂは、移動機２０２ａと移動機２０２ｂとに接続されている。
【００３１】
　ここで、無線通信データ通信の速度は、システム帯域幅によってその上限が設定されて
いる。たとえば、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）における最大シス
テム幅は２０ＭＨｚである。これに対して、より高速なデータ通信を実現するため、キャ
リアアグリゲーション（ＣＡ：Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）と呼ばれる技
術がある。キャリアアグリゲーションは、コンポーネントキャリア（ＣＣ：Ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）と呼ばれる複数のＬＴＥキャリアを同時に用いて通信を行うこ
とにより、２０ＭＨｚを超える広帯域伝送を可能にする。本明細書において、コンポーネ
ントキャリアを適宜「ＣＣ」と称する。
【００３２】
　たとえば、同じ周波数バンドで、周波数方向に連続した２つのコンポーネントキャリア
でキャリアアグリゲーションすることが可能である。なお、異なる周波数バンドで不連続
のコンポーネントキャリアを、たとえば最大５つキャリアアグリゲーションすることによ
り、最大１００ＭＨｚの帯域幅を実現することも可能である。
【００３３】
　ここで、キャリアアグリゲーション時に、コンポーネントキャリアにおいて、高速送信
電力制御（ＴＰＣ）をそれぞれ別個に行ったとする。送信電力の制御には、上りリンク（
Ｕｐｌｉｎｋ）も下りリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ）も、開ループ送信電力制御と、閉ルー
プ送信電力制御とが併用される。なお、本明細書において、Ｕｐｌｉｎｋについては適宜
「ＵＬ」と称し、Ｄｏｗｎｌｉｎｋについては「ＤＬ」と称する。
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【００３４】
　開ループ送信電力制御は、受信側で受信電力に基づいて伝搬ロスを推定し、自局の送信
電力を自立的に決定する手法であり、たとえば閉ループ送信電力制御を適用することがで
きない場合に用いられる。閉ループ送信電力制御は、ＤＰＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）上のＴＰＣビットとしてフィード
バックされる制御情報を用いて自局の送信電力を決定する手法である。
【００３５】
　開ループ送信電力制御では、コンポーネントキャリアに対して目標電力が設定される。
閉ループ送信電力制御では、上りリンクの送信電力制御の場合、コンポーネントキャリア
に対して基地局２０１が無線回線品質を測定する。そして、基地局２０１は、測定結果に
応じて、無線回線品質を満たす送信電力となるよう、制御チャネルを用いて移動機２０２
に通知する。通知を受けた移動機２０２は、通知に基づいて送信電力を制御する。
【００３６】
　また、下りリンクの送信電力制御の場合、コンポーネントキャリアに対して移動機２０
２が下り無線回線品質を測定する。移動機２０２は、測定結果に応じて、無線回線品質を
満たす送信電力となるよう、制御チャネルを用いて基地局２０１に通知する。通知を受け
た基地局２０１は、通知に基づいて送信電力を制御する。
【００３７】
　ここで、ＬＴＥシステムにおける上りリンクで送信される信号（ＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ））などの送信電力は、開ルー
プ送信電力制御と、閉ループ送信電力制御との組合せによって制御される。なお、上りリ
ンクで送信される信号は、ＰＵＳＣＨのほかにも、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒ
ｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）などの信号がある。
【００３８】
　開ループ送信電力制御は、基地局２０１が比較的長周期で通知するパラメータ（下記（
１）式のαなど）、および、移動機２０２が測定する伝搬損失（ＰＬ）による制御である
。閉ループ送信電力制御は、基地局２０１と移動機２０２との間の通信状況に基づいて基
地局２０１が比較的短周期で通知するＴＰＣコマンドによる制御である。通信状況とは、
たとえば、基地局２０１での受信ＳＩＮＲ（信号対雑音干渉電力比：Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ
　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｐｌｕｓ　Ｎｏｉｓｅ　Ｐｏｗｅｒ　Ｒａｔｉｏ）が用い
られる。
【００３９】
　ＰＵＳＣＨの送信電力制御方式を例として説明すると、開ループ送信電力制御において
、ＰＵＳＣＨの送信電力は下記（１）式によって算出される。
【００４０】
　ＰＰＵＳＣＨ（ｉ）＝ｍｉｎ｛ＰＣＭＡＸ，１０ｌｏｇ１０（ＭＰＵＳＣＨ（ｉ））＋
Ｐ０＿ＰＵＳＣＨ（ｊ）＋α（ｊ）・ＰＬ＋ΔＴＦ（ｉ）＋ｆ（ｉ）｝…（１）式
【００４１】
　ＰＣＭＡＸは最大送信電力である。ＭＰＵＳＣＨは送信帯域幅である。Ｐ０＿ＰＵＳＣ
Ｈは目標受信電力にかかるパラメータである。αはフラクショナルＴＰＣの重み係数であ
る。ＰＬはパスロス測定値である。ΔＴＦはＭＣＳに依存するオフセットである。ｆ（ｉ
）はＴＰＣコマンドによる補正値である。
【００４２】
　また、基地局２０１と移動機２０２との間で行われる閉ループ送信電力制御において、
上りリンク送信電力では、たとえば、基地局２０１において平均化時間ｔで平均化した受
信ＳＩＮＲと目標受信ＳＩＮＲとの差分を計算する。そして、この差分をＴＰＣコマンド
として移動機２０２に通知することにより、移動機２０２の送信電力を制御している。
【００４３】
　このような構成では、キャリアアグリゲーション時に、ＴＰＣ（送信電力制御）を行う
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場合には、コンポーネントキャリア数（ｎ）に比例して必要とするＴＰＣメッセージがｎ
倍となり、制御チャネルの負荷が増える。
【００４４】
　また、ＬＴＥシステムにおける下りリンクの送信電力制御は、たとえば、下記（２）式
によって算出される。
【００４５】
　Ｐ（ｋ）＝Ｐ（Ｋ－１）＋ＰＴＰＣ（ｋ）＋Ｐｂａｌ（ｋ）…（２）式
【００４６】
　Ｐ（ｋ）はｋ回目の送信電力制御時のダウンリンク送信電力である。Ｐ（Ｋ－１）はそ
の一つ前（Ｋ－１回目）のときの送信電力である。Ｐｂａｌ（ｋ）は下り送信電力バラン
スを考慮したときの調整値である。ＰＴＰＣ（ｋ）はｋ回目の送信電力制御における電力
変化量であり、上りＤＰＣＣＨのＴＰＣフィールドを使って移動機端末によって制御され
る。
【００４７】
　このような構成では、上りリンクのときと同様、キャリアアグリゲーション時にコンポ
ーネントキャリア数に比例して、送信電力制御のための情報量が増えてしまい、制御チャ
ネルの負荷が増える。
【００４８】
　そこで、本実施の形態では、伝搬路特性が類似するグルーピングした複数のコンポーネ
ントキャリアに対して一の制御情報によって送信電力を制御することにより、送信電力制
御のための情報量を減らしつつ、無線信号の品質が低下することを抑える。
【００４９】
　図３に示すように、各基地局２０１ａ，２０１ｂと、移動機２０２ａ，２０２ｂとの間
では、異なる周波数のコンポーネントキャリアＣＣａ，ＣＣｂ，ＣＣｃ，ＣＣｄ，ＣＣｅ
が用いられている。基地局２０１ａは、移動機２０２ａとの間で、コンポーネントキャリ
アＣＣｄを用いている。基地局２０１ｂは、移動機２０２ａとの間で、コンポーネントキ
ャリアＣＣａ，ＣＣｂ，ＣＣｃを用いている。基地局２０１ｂは、移動機２０２ｂとの間
で、コンポーネントキャリアＣＣｅを用いている。
【００５０】
（周波数領域上におけるＣＣの相対関係の一例）
　図４は、周波数領域上におけるＣＣの相対関係の一例を示す説明図である。図４に示す
ように、周波数領域上に、コンポーネントキャリアＣＣａ，ＣＣｂ，ＣＣｃ，ＣＣｄ，Ｃ
Ｃｅが表されている。コンポーネントキャリアＣＣａ，ＣＣｂ，ＣＣｃ，ＣＣｅは、基準
周波数（たとえばＣＣｂの中心周波数）を中心にして、いずれも所定の周波数帯域幅に含
まれる。コンポーネントキャリアＣＣｄは、基準周波数を中心にして、所定の周波数帯域
幅にない周波数である。
【００５１】
　また、コンポーネントキャリアＣＣｅは、基準周波数を中心にして、所定の周波数帯域
幅にあるものの、移動機２０２が異なる。そのため、コンポーネントキャリアＣＣａ，Ｃ
Ｃｂ，ＣＣｃの３つについてはグルーピングして、閉ループ送信電力制御において一つの
ＴＰＣ制御情報によって送信電力を制御（送信電力制御情報省略モードによる制御）する
ようにしている。これにより、３つのコンポーネントキャリアＣＣａ，ＣＣｂ，ＣＣｃに
ついて、アップリンクまたはダウンリンク時に、無線品質を損なうことなく、送信電力の
制御に要する送信電力制御情報量を３分の１に抑えることができる。
【００５２】
（基地局のハードウェア構成の一例）
　図５は、基地局のハードウェア構成の一例を示す図である。図５に示すように、基地局
２０１は、ＣＰＵ５０１と、メモリ５０２と、ユーザインタフェース５０３と、通信イン
タフェース５０４と、を有する。ＣＰＵ５０１、メモリ５０２、ユーザインタフェース５
０３および通信インタフェース５０４は、バス５０９によって接続されている。
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【００５３】
　ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）５０１は、基地局２０１
の全体の制御を司る。メモリ５０２には、たとえばメインメモリおよび補助メモリが含ま
れる。メインメモリは、たとえばＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）
である。メインメモリは、ＣＰＵ５０１のワークエリアとして使用される。
【００５４】
　補助メモリは、たとえば磁気ディスク、光ディスク、フラッシュメモリなどの不揮発メ
モリである。補助メモリには、基地局２０１を動作させる各種のプログラムが記憶されて
いる。補助メモリに記憶されたプログラムは、メインメモリにロードされてＣＰＵ５０１
によって実行される。
【００５５】
　ユーザインタフェース５０３は、たとえば、ユーザからの操作入力を受け付ける入力デ
バイスや、ユーザへ情報を出力する出力デバイスなどを含む。入力デバイスは、たとえば
、タッチパネル、キー（たとえばキーボード）、マイク、リモコンなどによって実現する
ことができる。出力デバイスは、たとえば、タッチパネルやディスプレイやスピーカなど
によって実現することができる。ユーザインタフェース５０３は、ＣＰＵ５０１によって
制御される。
【００５６】
　通信インタフェース５０４は、たとえば、無線や有線によって基地局２０１の外部装置
との間で通信を行うインタフェースである。通信インタフェース５０４は、ＣＰＵ５０１
によって制御される。
【００５７】
　図１を用いて説明した第１通信装置１１０の抽出部１１１と、送信部１１２と、取得部
１１３とは、ＣＰＵ５０１によって実現することができる。すなわち、ＣＰＵ５０１が各
種プログラムを実行することにより、各部の機能を実現することができる。
【００５８】
（移動機のハードウェア構成の一例）
　図６は、移動機のハードウェア構成の一例を示す図である。図６に示すように、移動機
２０２は、ＣＰＵ６０１と、メモリ６０２と、ユーザインタフェース６０３と、通信イン
タフェース６０４と、位置情報取得装置６０５と、を有する。ＣＰＵ６０１と、メモリ６
０２と、ユーザインタフェース６０３と、通信インタフェース６０４と、位置情報取得装
置６０５とは、バス６０９によって接続されている。
【００５９】
　ＣＰＵ６０１は、移動機２０２の全体の制御を司る。メモリ６０２には、たとえばメイ
ンメモリおよび補助メモリが含まれる。メインメモリは、たとえばＲＡＭである。メイン
メモリは、ＣＰＵ６０１のワークエリアとして使用される。
【００６０】
　補助メモリは、たとえば磁気ディスク、光ディスク、フラッシュメモリなどの不揮発メ
モリである。補助メモリには、移動機２０２を動作させる各種のプログラムが記憶されて
いる。補助メモリに記憶されたプログラムは、メインメモリにロードされてＣＰＵ６０１
によって実行される。
【００６１】
　ユーザインタフェース６０３は、たとえば、ユーザからの操作入力を受け付ける入力デ
バイスや、ユーザへ情報を出力する出力デバイスなどを含む。入力デバイスは、たとえば
、タッチパネル、キー（たとえばキーボード）、マイク、リモコンなどによって実現する
ことができる。出力デバイスは、たとえば、タッチパネルやディスプレイやスピーカなど
によって実現することができる。ユーザインタフェース６０３は、ＣＰＵ６０１によって
制御される。
【００６２】
　通信インタフェース６０４は、たとえば、無線や有線によって移動機２０２の外部装置
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との間で通信を行うインタフェースである。通信インタフェース６０４は、ＣＰＵ６０１
によって制御される。位置情報取得装置６０５は、移動機２０２の位置情報を取得する。
位置情報取得装置６０５としては、たとえばＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉ
ｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）衛星からのＧＰＳ情報を基に位置情報を取得する装置が挙げられる
。
【００６３】
　図１を用いて説明した第２通信装置１２０の、受信部１２１と、送信部１２２とは、Ｃ
ＰＵ６０１によって実現することができる。すなわち、ＣＰＵ６０１が各種プログラムを
実行することにより、各部の機能を実現することができる。
【００６４】
（基地局の機能的構成の詳細構成の一例）
　図７は、基地局の機能的構成の詳細構成の一例を示す説明図である。図７においては、
２つのコンポーネントキャリアＣＣ１，ＣＣ２を用いる場合について説明する。
【００６５】
　図７に示すように、基地局２０１は、ＣＣ１受信部７０１ａと、ＣＣ２受信部７０１ｂ
と、ＣＣ１復調・復号部７０２ａと、ＣＣ２復調・復号部７０２ｂと、無線回線品質測定
部７０３と、上り送信電力制御方法判定部７０４と、を有する。また、基地局２０１は、
ＵＬ（Ｕｐｌｉｎｋ）ＣＣグルーピングテーブル７０５と、上り送信電力制御方法通知部
７０６と、上り送信電力制御部７０７と、上り送信電力制御信号作成部７０８と、を有す
る。
【００６６】
　さらに、基地局２０１は、ＣＣ１符号化・変調部７０９ａと、ＣＣ２符号化・変調部７
０９ｂと、ＣＣ１送信部７１０ａと、ＣＣ２送信部７１０ｂと、送信電力情報検出部７１
１と、下り送信電力制御方法判定部７１２と、を有する。また、基地局２０１は、ＤＬ（
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ）ＣＣグルーピングテーブル７１３と、下り送信電力制御部７１４と、
ＣＣ１振幅調整部７１５ａと、ＣＣ２振幅調整部７１５ｂと、ＣＣ１格納部７１６ａと、
ＣＣ２格納部７１６ｂと、を有する。
【００６７】
　ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５およびＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３を除
く各部は、図５に示したＣＰＵ５０１によって実現される。すなわち、ＣＰＵ５０１が各
種プログラムを実行することにより、各部の機能を実現する。また、ＵＬＣＣグルーピン
グテーブル７０５およびＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３は、メモリ５０２によって
実現される。
【００６８】
　ＣＣ１受信部７０１ａは、コンポーネントキャリアＣＣ１による信号を受信する。ＣＣ
１受信部７０１ａは、受信したコンポーネントキャリアＣＣ１による信号をＣ１復調・復
号部７０２ａへ出力する。ＣＣ２受信部７０１ｂは、コンポーネントキャリアＣＣ２によ
る信号を受信する。ＣＣ２受信部７０１ｂは、受信したコンポーネントキャリアＣＣ２に
よる信号をＣ２復調・復号部７０２ｂへ出力する。
【００６９】
　ＣＣ１復調・復号部７０２ａは、ＣＣ１受信部７０１ａからのコンポーネントキャリア
ＣＣ１による信号を復調および復号する。ＣＣ１復調・復号部７０２ａは、復調および復
号した信号を、無線回線品質測定部７０３および送信電力情報検出部７１１へ出力する。
【００７０】
　ＣＣ２復調・復号部７０２ｂは、ＣＣ２受信部７０１ｂからのコンポーネントキャリア
ＣＣ２による信号を復調および復号する。ＣＣ２復調・復号部７０２ｂは、復調および復
号した信号を、無線回線品質測定部７０３および送信電力情報検出部７１１へ出力する。
【００７１】
　無線回線品質測定部７０３は、コンポーネントキャリアＣＣ１およびコンポーネントキ
ャリアＣＣ２について、それぞれ上り無線回線品質を測定する。無線回線品質測定部７０
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３は、上り無線回線品質の測定結果を上り送信電力制御方法判定部７０４および上り送信
電力制御部７０７へ出力する。
【００７２】
　上り送信電力制御方法判定部７０４は、上り送信電力について、既存の制御方法に加え
て、無線回線品質測定部７０３の測定結果に基づいて、上り送信電力制御情報省略モード
の開始および終了を判定する。上り送信電力制御情報省略モードとは、周波数が隣接する
コンポーネントキャリアをグルーピングして、閉ループ送信電力制御においてグループ毎
に一つのＴＰＣ制御情報を用いて送信電力を制御するモードである。
【００７３】
　また、上り送信電力制御方法判定部７０４は、上り送信電力の制御方法を判定する。上
り送信電力制御方法判定部７０４は、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５のＣＣグルー
ピング情報の生成および更新を行う。具体的には、上り送信電力制御方法判定部７０４は
、無線回線品質測定部７０３による測定結果を用いて、閾値範囲内の新たなコンポーネン
トキャリアがある場合に、これをＵＬＣＣグループに追加するために、ＵＬＣＣグルーピ
ングテーブル７０５を更新する。また、上り送信電力制御方法判定部７０４は、上り無線
品質が所定の閾値範囲から外れた（下限値以下となる）コンポーネントキャリアがあった
場合、これをＵＬＣＣグループから削除するために、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０
５を更新する。
【００７４】
　ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５の詳細については後述するが、移動機ＩＤ、コン
ポーネントキャリアＩＤ（ＣＣＩＤ）、グループＩＤなどのＣＣグルーピング情報が記憶
される。ＣＣグルーピング情報は、どの移動機２０２がどのＵＬＣＣグループに属してい
るかを示す。
【００７５】
　上り送信電力制御方法通知部７０６は、上り送信電力制御方法判定部７０４の判定結果
に基づき、上り送信電力制御情報省略モードの開始および終了の合図を示す情報を生成し
て送信電力制御信号作成部７０８へ出力する。たとえば、ＵＬＣＣグルーピングテーブル
７０５が更新された場合、上り送信電力制御方法通知部７０６は、ＵＬＣＣグループ毎に
、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５を所定のフォーマットで生成して、上り送信電力
制御信号作成部７０８へ出力する。
【００７６】
　上り送信電力制御部７０７は、無線回線品質測定部７０３による測定結果および上り送
信電力制御方法判定部７０４による判定結果を用いて、ＵＬＣＣグループ毎に、上り送信
電力制御情報を制御する。上り送信電力制御部７０７は、上り送信電力制御情報省略モー
ドが開始されると、対象のＵＬＣＣグループに含まれる一つのＣＣについてのみＴＰＣ制
御を行う。ＴＰＣ制御において、上り送信電力制御部７０７は、同じＵＬＣＣグループに
含まれる他のコンポーネントキャリアについては、送信電力制御情報の送信を停止させる
。上り送信電力制御部７０７は、ＵＬＣＣグループ毎の送信電力制御情報を、上り送信電
力制御信号作成部７０８へ出力する。
【００７７】
　上り送信電力制御信号作成部７０８は、上り送信電力制御方法通知部７０６からのコン
ポーネントキャリアＣＣ１についての上り送信電力制御情報省略モードの開始および終了
の合図を示す情報を基に、制御信号を作成する。また、上り送信電力制御信号作成部７０
８は、コンポーネントキャリアＣＣ１についての上り送信電力制御部７０７から出力され
た送信電力制御情報を基に、制御信号を作成する。上り送信電力制御信号作成部７０８は
、作成したコンポーネントキャリアＣＣ１についての制御信号をＣＣ１格納部７１６ａへ
出力する。
【００７８】
　また、上り送信電力制御信号作成部７０８は、上り送信電力制御方法通知部７０６から
のコンポーネントキャリアＣＣ２についての上り送信電力制御情報省略モードの開始およ
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び終了の合図を示す情報を基に、制御信号を作成する。また、上り送信電力制御信号作成
部７０８は、コンポーネントキャリアＣＣ２についての上り送信電力制御部７０７から出
力された送信電力制御情報を基に、制御信号を作成する。上り送信電力制御信号作成部７
０８は、作成したコンポーネントキャリアＣＣ２についての制御信号をＣＣ２格納部７１
６ｂへ出力する。
【００７９】
　ＣＣ１格納部７１６ａは、上り送信電力制御信号作成部７０８によって作成されたコン
ポーネントキャリアＣＣ１についての制御信号を送信データの制御チャネルに格納させる
。ＣＣ２格納部７１６ｂは、上り送信電力制御信号作成部７０８によって作成されたコン
ポーネントキャリアＣＣ２についての制御信号を送信データの制御チャネルに格納させる
。
【００８０】
　ＣＣ１符号化・変調部７０９ａは、コンポーネントキャリアＣＣ１についての、ＣＣ１
格納部７１６ａによって制御チャネルに格納された制御信号を符号化および変調し、ＣＣ
１送信部７１０ａへ出力する。ＣＣ２符号化・変調部７０９ｂは、コンポーネントキャリ
アＣＣ２についての、ＣＣ２格納部７１６ｂによって制御チャネルに格納された制御信号
を符号化および変調し、ＣＣ２送信部７１０ｂへ出力する。
【００８１】
　ＣＣ１送信部７１０ａは、ＣＣ１符号化・変調部７０９ａによって符号化および変調さ
れた信号を移動機２０２へ送信する。ＣＣ２送信部７１０ｂは、ＣＣ２符号化・変調部７
０９ｂによって符号化および変調された信号を移動機２０２へ送信する。
【００８２】
　基地局２０１において下り送信電力制御情報省略モードの開始および終了を判断する構
成の場合、送信電力情報検出部７１１は、移動機２０２にて生成された、ＴＰＣ要求を検
出する。また、移動機２０２において下り送信電力制御情報省略モードの開始および終了
を判断する構成の場合、送信電力情報検出部７１１は、移動機２０２にて生成された下り
送信電力制御情報省略モードの開始および終了の合図を示す情報を検出する。また、移動
機２０２においてＣＣグルーピング情報の更新が行われる場合、送信電力情報検出部７１
１は、移動機２０２で更新されたＣＣグルーピング情報の更新情報を検出する。送信電力
情報検出部７１１は、検出した情報を下り送信電力制御方法判定部７１２へ出力する。
【００８３】
　基地局２０１において下り送信電力制御情報省略モードの開始および終了を判断する場
合、下り送信電力制御方法判定部７１２は、送信電力情報検出部７１１によって検出され
た移動機２０２からのＴＰＣ要求を所定期間、ＣＣ毎に累積する。そして、下り送信電力
制御方法判定部７１２は、下り送信電力制御情報省略モードの開始および終了を判定し、
判定結果を下り送信電力制御部７１４へ出力する。また、下り送信電力制御方法判定部７
１２は、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３のＣＣグルーピング情報の生成および更新
を行う。
【００８４】
　ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３の詳細については後述するが、移動機ＩＤ、コン
ポーネントキャリアＩＤ（ＣＣＩＤ）、グループＩＤなどのＣＣグルーピング情報が記憶
される。ＣＣグルーピング情報は、どの移動機２０２がどのＤＬＣＣグループに属してい
るかを示す。
【００８５】
　下り送信電力制御部７１４は、下り送信電力制御方法判定部７１２による判定結果に基
づいて、ＤＬＣＣグループ毎に、ＤＬ送信電力制御情報省略モードの開始および終了の合
図を下り制御チャネルにマッピングする。ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３が更新さ
れる都度、下り送信電力制御部７１４は、対象のＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３を
下り制御チャネルにマッピングする。
【００８６】



(14) JP 6225552 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

　下り送信電力制御部７１４は、制御信号を、ＣＣ１振幅調整部７１５ａおよびＣＣ２振
幅調整部７１５ｂへ出力する。ＣＣ１振幅調整部７１５ａは、下り送信電力制御部７１４
からの制御信号に基づいて、ＣＣ１データの振幅を調整する。ＣＣ１振幅調整部７１５ａ
は、振幅を調整した制御信号をＣＣ１符号化・変調部７０９ａへ出力する。ＣＣ２振幅調
整部７１５ｂは、下り送信電力制御部７１４からの制御信号に基づいて、ＣＣ２データの
振幅を調整する。ＣＣ２振幅調整部７１５ｂは、振幅を調整した制御信号をＣＣ２符号化
・変調部７０９ｂへ出力する。
【００８７】
　ＣＣ１符号化・変調部７０９ａは、ＣＣ１振幅調整部７１５ａからの制御信号に基づい
て、コンポーネントキャリアＣＣ１についての、下り送信電力制御情報省略モードの開始
および終了の合図を示す情報を符号化および変調し、ＣＣ１送信部７１０ａへ出力する。
ＣＣ２符号化・変調部７０９ｂは、ＣＣ２振幅調整部７１５ｂからの制御信号に基づいて
、コンポーネントキャリアＣＣ２についての、下り送信電力制御情報省略モードの開始お
よび終了の合図を示す情報を、符号化および変調し、ＣＣ２送信部７１０ｂへ出力する。
【００８８】
（移動機の機能的構成の詳細構成の一例）
　図８は、移動機の機能的構成の詳細構成の一例を示す説明図である。図８においては、
２つのコンポーネントキャリアＣＣ１，ＣＣ２を用いる場合について説明する。
【００８９】
　図８に示すように、移動機２０２は、ＣＣ１受信部８０１ａと、ＣＣ２受信部８０１ｂ
と、ＣＣ１復調・復号部８０２ａと、ＣＣ２復調・復号部８０２ｂと、送信電力情報検出
部８０３と、上り送信電力制御方法判定部８０４とを有する。また、移動機２０２は、Ｕ
ＬＣＣグルーピングテーブル８０５と、上り送信電力制御部８０６と、ＣＣ１振幅調整部
８０７ａと、ＣＣ２振幅調整部８０７ｂと、ＣＣ１符号化・変調部８０８ａと、ＣＣ２符
号化・変調部８０８ｂと、ＣＣ１送信部８０９ａとを有する。
【００９０】
　また、移動機２０２は、ＣＣ２送信部８０９ｂと、無線回線品質測定部８１０と、下り
送信電力制御方法判定部８１１と、ＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２と、下り送信電
力制御方法通知部８１３と、下り送信電力制御部８１４とを有する。さらに、移動機２０
２は、下り送信電力制御信号作成部８１５と、ＣＣ１格納部８１６ａと、ＣＣ２格納部８
１６ｂとを有する。
【００９１】
　ＵＬＣＣグルーピングテーブル８０５およびＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２を除
く各部は、図６に示したＣＰＵ６０１によって実現される。すなわち、ＣＰＵ６０１が各
種プログラムを実行することにより、各部の機能を実現する。また、ＵＬＣＣグルーピン
グテーブル８０５およびＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２は、メモリ６０２によって
実現される。
【００９２】
　ＣＣ１受信部８０１ａは、コンポーネントキャリアＣＣ１による信号を受信する。ＣＣ
１受信部８０１ａは、受信したコンポーネントキャリアＣＣ１による信号をＣ１復調・復
号部８０２ａへ出力する。ＣＣ２受信部８０１ｂは、コンポーネントキャリアＣＣ２によ
る信号を受信する。ＣＣ２受信部８０１ｂは、受信したコンポーネントキャリアＣＣ２に
よる信号をＣ２復調・復号部８０２ｂへ出力する。
【００９３】
　ＣＣ１復調・復号部８０２ａは、ＣＣ１受信部８０１ａからのコンポーネントキャリア
ＣＣ１による信号を復調および復号する。ＣＣ１復調・復号部８０２ａは、復調および復
号した信号を、送信電力情報検出部８０３および無線回線品質測定部８１０へ出力する。
【００９４】
　ＣＣ２復調・復号部８０２ｂは、ＣＣ２受信部８０１ｂからのコンポーネントキャリア
ＣＣ２による信号を復調および復号する。ＣＣ２復調・復号部８０２ｂは、復調および復
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号した信号を、送信電力情報検出部８０３および無線回線品質測定部８１０へ出力する。
【００９５】
　送信電力情報検出部８０３は、基地局２０１から送信される、ＣＣグルーピング情報を
検出するとともに、コンポーネントキャリアＣＣ１，ＣＣ２についての上り送信電力制御
情報省略モードの開始および終了の合図を示す情報を検出する。送信電力情報検出部８０
３は、検出した情報を上り送信電力制御方法判定部８０４へ出力する。
【００９６】
　上り送信電力制御方法判定部８０４は、送信電力情報検出部８０３からの上り送信電力
制御情報省略モードの開始および終了の合図を示す情報にしたがって、送信電力制御情報
省略モード時における上り送信電力の制御を行うか否かを判定する。すなわち、上り送信
電力制御方法判定部８０４は、同じＵＬＣＣグループに含まれるＣＣに対して、一つのＴ
ＰＣ制御情報を共通に適用するか否かを判定する。
【００９７】
　ＵＬＣＣグルーピングテーブル８０５は、上り送信電力制御情報省略モードを行うため
のＣＣグルーピング情報が記憶され、基地局２０１の指示によって生成および更新される
。たとえば、ＵＬＣＣグルーピングテーブル８０５には、基地局ＩＤ、コンポーネントキ
ャリアＩＤ（ＣＣＩＤ）、グループＩＤなどのＣＣグルーピング情報が記憶される。
【００９８】
　上り送信電力制御部８０６は、上り送信電力制御方法判定部８０４の判定結果に基づい
て、上り送信電力制御情報省略モードのときに、同じＵＬＣＣグループに含まれるＣＣに
対して、一つのＴＰＣ制御情報を共通に適用する。上り送信電力制御部８０６は、ＵＬＣ
Ｃグループ毎のＴＰＣ制御情報を、ＣＣ１振幅調整部８０７ａおよびＣＣ２振幅調整部８
０７ｂへ出力する。また、上り送信電力制御部８０６は、ＣＣ１送信部８０９ａおよびＣ
Ｃ２送信部８０９ｂのアンプのゲインを調整する。
【００９９】
　ＣＣ１振幅調整部８０７ａは、上り送信電力制御部８０６からの信号に基づいて、ＣＣ
１データの振幅を調整する。ＣＣ１振幅調整部８０７ａは、振幅を調整した制御信号をＣ
Ｃ１符号化・変調部８０８ａへ出力する。ＣＣ２振幅調整部８０７ｂは、上り送信電力制
御部８０６からの信号に基づいて、ＣＣ２データの振幅を調整する。ＣＣ２振幅調整部８
０７ｂは、振幅を調整した制御信号をＣＣ２符号化・変調部８０８ｂへ出力する。
【０１００】
　ＣＣ１符号化・変調部８０８ａは、ＣＣ１振幅調整部８０７ａからの信号を符号化およ
び変調し、ＣＣ１送信部８０９ａへ出力する。ＣＣ２符号化・変調部８０８ｂは、ＣＣ２
振幅調整部８０７ｂからの信号を符号化および変調し、ＣＣ２送信部８０９ｂへ出力する
。
【０１０１】
　ＣＣ１送信部８０９ａは、ＣＣ１符号化・変調部８０８ａによって符号化および変調さ
れた信号を基地局２０１へ送信する。ＣＣ２送信部８０９ｂは、ＣＣ２符号化・変調部８
０８ｂによって符号化および変調された信号を基地局２０１へ送信する。
【０１０２】
　無線回線品質測定部８１０は、コンポーネントキャリアＣＣ１およびコンポーネントキ
ャリアＣＣ２について、それぞれ下り無線回線品質を測定する。無線回線品質測定部８１
０は、下り無線回線品質の測定結果を下り送信電力制御方法判定部８１１および下り送信
電力制御部８１４へ出力する。
【０１０３】
　下り送信電力制御方法判定部８１１は、無線回線品質測定部８１０の測定結果に基づき
、ＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２を更新する。移動機２０２において下り送信電力
制御情報省略モードの開始および終了を判断する構成の場合、下り送信電力制御方法判定
部８１１は、下り送信電力制御情報省略モードの開始および終了を判断する。
【０１０４】
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　ＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２は、ＣＣグルーピング情報を記憶し、基地局２０
１の指示によって生成および更新される。新たに割り当てられたＣＣがある場合や、通信
環境の変化によってＤＬＣＣグループに追加してもよくなったＣＣがある場合、基地局２
０１からその旨が通知される。一方、通信環境の変化によって無線品質劣化や過剰が生じ
、ＤＬＣＣグループからＣＣを削除する場合、その旨が移動機２０２から基地局２０１へ
通知される。なお、ＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２は、移動機２０２にて生成、保
持および更新を行って、基地局２０１にコピーを送信して、基地局２０１と移動機２０２
とで同期するようにしてもよい。
【０１０５】
　移動機２０２においてＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２を移動機２０２で更新する
構成の場合、下り送信電力制御方法通知部８１３は、ＤＬＣＣグルーピングテーブル８１
２を更新する度に、その旨を示す情報を下り送信電力制御信号作成部８１５に出力する。
【０１０６】
　下り送信電力制御部８１４は、下り送信電力制御情報省略モードが開始されると、事前
の取り決めにしたがって、対象のＤＬＣＣグループに含まれる一つのＣＣに対してのみ、
基地局２０１に対して送信電力制御を行う。下り送信電力制御部８１４は、基地局２０１
に対して同じＤＬＣＣグループに含まれるコンポーネントキャリアについては、送信電力
制御情報を停止させる。
【０１０７】
　下り送信電力制御信号作成部８１５は、下り送信電力制御方法通知部８１３からのコン
ポーネントキャリアＣＣ１についての更新情報を基に、制御信号を作成する。また、下り
送信電力制御信号作成部８１５は、コンポーネントキャリアＣＣ１についての下り送信電
力制御部８１４から出力された送信電力制御情報を基に、制御信号を作成する。下り送信
電力制御信号作成部８１５は、作成したコンポーネントキャリアＣＣ１についての制御信
号をＣＣ１格納部８１６ａへ出力する。
【０１０８】
　また、下り送信電力制御信号作成部８１５は、下り送信電力制御方法通知部８１３から
のコンポーネントキャリアＣＣ２についての更新情報を基に、制御信号を作成する。また
、下り送信電力制御信号作成部８１５は、コンポーネントキャリアＣＣ２についての下り
送信電力制御部８１４から出力された送信電力制御情報を基に、制御信号を作成する。下
り送信電力制御信号作成部８１５は、作成したコンポーネントキャリアＣＣ２についての
制御信号をＣＣ２格納部８１６ｂへ出力する。
【０１０９】
　ＣＣ１格納部８１６ａは、下り送信電力制御信号作成部８１５によって作成されたコン
ポーネントキャリアＣＣ１についての制御信号を送信データの制御チャネルに格納させる
。ＣＣ２格納部８１６ｂは、下り送信電力制御信号作成部８１５によって作成されたコン
ポーネントキャリアＣＣ２についての制御信号を送信データの制御チャネルに格納させる
。
【０１１０】
　ＣＣ１符号化・変調部８０８ａは、コンポーネントキャリアＣＣ１についての、ＣＣ１
格納部８１６ａによって制御チャネルに格納された制御信号を符号化および変調し、ＣＣ
１送信部８０９ａへ出力する。ＣＣ２符号化・変調部８０８ｂは、コンポーネントキャリ
アＣＣ２についての、ＣＣ２格納部８１６ｂによって制御チャネルに格納された制御信号
を符号化および変調し、ＣＣ２送信部８０９ｂへ出力する。
【０１１１】
　ダウンリンクの場合、基地局２０１が送信して、移動機２０２が受信することになる。
そのため、全コンポーネントキャリアの無線品質が分かるのは移動機２０２である。その
ため、移動機２０２がＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２（基地局２０１のＤＬＣＣグ
ルーピングテーブル７１３）を生成して更新してもよい。ただし、移動機２０２は、基地
局２０１に比べて、処理能力やバッテリ容量などのリソースが最低限に制限される。その
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ため、本実施の形態では、ダウンリンクについても、基地局２０１においてＤＬＣＣグル
ーピングテーブル７１３（移動機２０２のＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２）を生成
して更新するようにしている。
【０１１２】
（アップリンクのコンポーネントキャリアのグルーピング例）
　図９は、アップリンクのコンポーネントキャリアのグルーピング例を示す説明図である
。図９において、（１）は、アップリンクのコンポーネントキャリアＣＣ１～１０は、基
地局２０１の管理下にある全コンポーネントキャリアを示している。
【０１１３】
　図９において、（２）は、移動機２０２ａに割り当てられたアップリンクのコンポーネ
ントキャリアを示している。具体的には、移動機２０２ａには、コンポーネントキャリア
ＣＣ１，ＣＣ２，ＣＣ３，ＣＣ９，ＣＣ１０の５つが割り当てられている。コンポーネン
トキャリアＣＣ１，ＣＣ２についてはＣＣグループ１にグルーピングされ、また、コンポ
ーネントキャリアＣＣ９，ＣＣ１０についてはＣＣグループ２にグルーピングされている
。コンポーネントキャリアＣＣ３は、グルーピングされていない。同じＣＣグループに含
まれるコンポーネントキャリアに対しては、アップリンク時の送信電力の制御に際し、共
通の（一つの）ＴＰＣ制御情報が用いられる。
【０１１４】
　図９において、（３）は、移動機２０２ｂに割り当てられたアップリンクのコンポーネ
ントキャリアを示している。具体的には、移動機２０２ａには、コンポーネントキャリア
ＣＣ４，ＣＣ５，ＣＣ６，ＣＣ７，ＣＣ８の５つが割り当てられている。コンポーネント
キャリアＣＣ４，ＣＣ５，ＣＣ６、ＣＣ７についてはＣＣグループ３にグルーピングされ
ている。コンポーネントキャリアＣＣ８は、グルーピングされていない。同じＣＣグルー
プに含まれるコンポーネントキャリアに対しては、アップリンク時の送信電力の制御に際
し、共通の（一つの）ＴＰＣ制御情報が用いられる。
【０１１５】
（ダウンリンクのコンポーネントキャリアのグルーピング例）
　図１０は、ダウンリンクのコンポーネントキャリアのグルーピング例を示す説明図であ
る。図１０において、（１）は、コンポーネントキャリアＣＣ１～１０は、基地局２０１
の管理下にあるダウンリンクの全コンポーネントキャリアを示している。
【０１１６】
　図１０において、（２）は、移動機２０２ａに割り当てられたダウンリンクのコンポー
ネントキャリアを示している。具体的には、移動機２０２ａには、コンポーネントキャリ
アＣＣ１，ＣＣ２，ＣＣ３，ＣＣ９，ＣＣ１０の５つが割り当てられている。コンポーネ
ントキャリアＣＣ１，ＣＣ２についてはＣＣグループ１にグルーピングされ、また、コン
ポーネントキャリアＣＣ９，ＣＣ１０についてはＣＣグループ２にグルーピングされてい
る。コンポーネントキャリアＣＣ３は、グルーピングされていない。同じＣＣグループに
含まれるコンポーネントキャリアに対しては、ダウンリンク時の送信電力の制御に際し、
共通の（一つの）ＴＰＣ制御情報が用いられる。
【０１１７】
　図１０において、（３）は、移動機２０２ｂに割り当てられたダウンリンクのコンポー
ネントキャリアを示している。具体的には、移動機２０２ａには、コンポーネントキャリ
アＣＣ４，ＣＣ５，ＣＣ６，ＣＣ７，ＣＣ８の５つが割り当てられている。コンポーネン
トキャリアＣＣ４，ＣＣ５，ＣＣ６、ＣＣ７についてはＣＣグループ３にグルーピングさ
れている。コンポーネントキャリアＣＣ８は、グルーピングされていない。同じＣＣグル
ープに含まれるコンポーネントキャリアに対しては、ダウンリンク時の送信電力の制御に
際し、共通の（一つの）ＴＰＣ制御情報が用いられる。
【０１１８】
（ＵＬＣＣグルーピングテーブルの一例）
　図１１は、基地局に記憶されるＵＬＣＣグルーピングテーブルの一例を示す説明図であ
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る。図１１において、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５は、たとえば、図５に示した
メモリ５０２などの記憶装置により実現される。ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５は
、図９に示したアップリンクのコンポーネントキャリアのグルーピング例に対応する。
【０１１９】
　図１１に示すようにＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５は、移動機ＩＤフィールド、
送信電力制御情報省略モード対応フィールド、ＣＣＩＤフィールド、基準ＣＣフラグフィ
ールド、グループＩＤフィールド、を有する。また、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０
５は、開始前閉ループ送信電力累積結果フィールド、開始後無線品質判定結果フィールド
、を有する。
【０１２０】
　これらのフィールドに情報を設定することにより、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０
５には、ＵＬＣＣグルーピングデータ１１００－１，１１００－２，１１００－３…，が
レコードとして記憶される。ＵＬＣＣグルーピングデータ１１００－１，１１００－２，
１１００－３…，は、それぞれ、移動機ＩＤ、送信電力制御情報省略モード対応、ＣＣＩ
Ｄ、基準ＣＣフラグ、グループＩＤ、開始前閉ループ送信電力累積結果および開始後無線
品質判定結果の組合せである。
【０１２１】
　ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５において、「移動機ＩＤ」は、移動機２０２のＩ
Ｄを表す。「送信電力制御情報省略モード対応」は、送信電力制御情報省略モードの対応
の可否を表す。送信電力制御情報省略モード対応フィールドにおいて、「１」は対応を表
し、「０」は非対応を表す。送信電力制御情報省略モード対応フィールドには、デフォル
トでは、たとえば「１」が記憶されている。「ＣＣＩＤ」は、コンポーネントキャリアの
ＩＤを表す。
【０１２２】
　「基準ＣＣフラグ」は、基準となってグルーピングされたコンポーネントキャリア（基
準ＣＣ）であるか否かを表す。基準ＣＣフラグフィールドにおいて、「１」は基準ＣＣを
表し、「０」は基準ＣＣではないことを表す。「グループＩＤ」は、ＣＣグループのＩＤ
を表す。ＣＣグループは、各移動機２０２に割り当てられたコンポーネントキャリアの中
から移動機２０２毎に行われる。そのため、異なる移動機２０２間で、それぞれコンポー
ネントキャリアが同じＣＣグループになることはない。グループＩＤは、移動機毎のグル
ープで表すことができ、具体的には、「移動機Ｎｏ．」－「グループＮｏ．」で表すこと
ができる。
【０１２３】
　「開始前閉ループ送信電力累積結果」は、コンポーネントキャリアがグルーピングされ
てから開始され、送信電力情報省略モードが開始されるまで累積される送信電力の累積変
動量（累積制御量）を表す。「開始後無線品質判定結果」は、無線品質が所定品質に到達
しているか否かを表す。たとえば、開始後無線品質判定結果において、「０」は、所定時
間または所定回数の送信電力制御情報省略モードによる制御を行った際に、連続して所定
品質に到達しないことを表す。開始後無線品質判定結果において、「１」は、所定時間ま
たは所定回数のグループ共通送信電力制御を行った際に、連続して所定品質に到達したこ
とを表す。開始後無線品質判定結果が「０」の場合、後にＣＣグループから除外されるこ
とになる。
【０１２４】
（ＤＬＣＣグルーピングテーブルの一例）
　図１２は、基地局に記憶されるＤＬＣＣグルーピングテーブルの一例を示す説明図であ
る。図１２において、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３は、たとえば、図５に示した
メモリ５０２などの記憶装置により実現される。ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３は
、図１０に示したダウンリンクのコンポーネントキャリアのグルーピング例に対応する。
以下において、図１１のＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５にて説明した内容と同一の
内容については説明を省略する。
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【０１２５】
　ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３には、ＤＬＣＣグルーピングデータ１２００－１
，１２００－２，１２００－３…，がレコードとして記憶される。ＤＬＣＣグルーピング
データ１２００－１，１２００－２，１２００－３…，は、それぞれ、移動機ＩＤ、送信
電力制御情報省略モード対応、ＣＣＩＤ、基準ＣＣフラグ、グループＩＤ、開始前閉ルー
プ送信電力累積結果および開始後無線品質判定結果の組合せである。
【０１２６】
（基地局が行う上り送信電力制御情報省略モード時の送信電力制御処理の一例）
　図１３は、基地局が行う上り送信電力制御情報省略モード時の送信電力制御処理の一例
を示すフローチャートである。図１３に示すように、基地局２０１は、ＵＬＣＣグルーピ
ングテーブル７０５（図１１参照）を作成する（ステップＳ１３０１）。次に、基地局２
０１は、ＵＬ送信電力を累積し、不適切にグルーピングされたＣＣをグループから外す（
ステップＳ１３０２）。
【０１２７】
　次に、基地局２０１は、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５を更新する（ステップＳ
１３０３）。具体的には、基地局２０１は、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５におい
て、通信に使われなくなるＣＣを削除したり、新規のＣＣを追加したり、外したＣＣを最
適なグループに追加したりする。
【０１２８】
　次に、基地局２０１は、上り送信電力制御情報省略モード（図１３以降の各図面では「
上り省略モード」と記載）を開始するか否かを判断する（ステップＳ１３０４）。基地局
２０１は、たとえば、所定時間内において、それぞれのＣＣに対するＴＰＣコマンドによ
る累積電力変化量（累積制御量）を集計し、それぞれのＣＣについての累積結果の最大差
分が所定の閾値以下のときに上り送信電力制御情報省略モードを開始すると判断する。
【０１２９】
　上り送信電力制御情報省略モードを開始しない場合（ステップＳ１３０４：Ｎｏ）、基
地局２０１は、ステップＳ１３０２の処理に移行させる。上り送信電力制御情報省略モー
ドを開始する場合（ステップＳ１３０４：Ｙｅｓ）、上り送信電力制御情報省略モードの
開始合図を示す情報を全ての移動機２０２へ送信する（ステップＳ１３０５）。
【０１３０】
　次に、基地局２０１は、ＡＣＫ信号を返信しない移動機２０２については、ＵＬＣＣグ
ルーピングテーブル７０５の「送信電力制御情報省略モード対応」フィールドを「０：非
対応」に更新する（ステップＳ１３０６）。基地局２０１は、ＡＣＫ信号を返信した移動
機２０２に対して、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５から移動機２０２単位でＵＬＣ
Ｃグルーピングデータ１１００（図１１参照）を抽出して対応する移動機２０２へ送信す
る（ステップＳ１３０７）。
【０１３１】
　次に、基地局２０１は、各移動機２０２に、各移動機２０２が有する全てのＣＣグルー
プについて、基準ＣＣに対してのみ閉ループ送信電力制御を行う（ステップＳ１３０８）
。次に、基地局２０１は、全ＣＣに対して無線品質を測定する（ステップＳ１３０９）。
次に、基地局２０１は、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５を更新する（ステップＳ１
３１０）。たとえば、基地局２０１は、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５において、
品質劣化のＣＣをグループから外したり、通信に使われなくなるＣＣを削除したり、新規
のＣＣを追加したり、外したＣＣを最適なグループに追加したりする。
【０１３２】
　次に、基地局２０１は、更新したＵＬＣＣグルーピングデータ１１００を、対象となる
移動機２０２に送信する（ステップＳ１３１１）。次に、基地局２０１は、上り送信電力
制御情報省略モードが継続不能な移動機２０２に対して終了の合図を示す情報を送信する
（ステップＳ１３１２）。継続不能とは、たとえば電波状態の悪化などが挙げられる。次
に、基地局２０１は、上り送信電力制御情報省略モードを開始または継続する移動機２０
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２があるか否かを判断する（ステップＳ１３１３）。
【０１３３】
　上り送信電力制御情報省略モードを開始または継続する移動機２０２がある場合（ステ
ップＳ１３１３：Ｙｅｓ）、基地局２０１は、ステップＳ１３０８の処理に移行させる。
上り送信電力制御情報省略モードを開始または継続する移動機２０２がない場合（ステッ
プＳ１３１３：Ｎｏ）、基地局２０１は、一連の処理を終了する。
【０１３４】
（上り送信電力制御情報省略モードを開始する際の処理の一例）
　図１４は、基地局および移動機が行う上り送信電力制御情報省略モードを開始する際の
処理の一例を示すシーケンス図である。図１４に示すように、基地局２０１は、全てのＣ
Ｃに対して個別に上り送信電力制御（従来通りの制御）を行う（ステップＳ１４０１）。
また、移動機２０２についても、全てのＣＣに対して個別に上り送信電力制御（従来通り
の制御）を行う（ステップＳ１４０２）。
【０１３５】
　基地局２０１は、通信中の移動機２０２との間で使用しているＣＣをリストアップする
（ステップＳ１４０３）。たとえば、基地局２０１は、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７
０５の移動機ＩＤフィールドとＣＣＩＤフィールドに情報を入力する。次に、基地局２０
１は、グループ幅（Ｆ＿ｇｒｏｕｐ）を決定する（ステップＳ１４０４）。グループ幅は
、周波数帯域幅である。グループ幅の決定は、たとえば、移動機２０２の位置、移動速度
、周波数帯域、などに応じて異なる。
【０１３６】
　そして、基地局２０１は、１グループにつき１つの基準ＣＣを決定する（ステップＳ１
４０５）。たとえば、基地局２０１は、制御チャネルのマッピングされたＣＣやデータチ
ャネルのマッピングされたＣＣを基準ＣＣに決定したり、ランダムに基準ＣＣを決定した
りする。次に、基地局２０１は、基準ＣＣを中心にグループ幅に収まるＣＣをグルーピン
グする（ステップＳ１４０６）。グルーピングの動作例については、図１５－１を用いて
後述する。
【０１３７】
　次に、基地局２０１は、グループ未定且つグルーピングできないＣＣのみであるか否か
を判断する（ステップＳ１４０７）。グループ未定且つグルーピングできないＣＣのみで
はない場合（ステップＳ１４０７：Ｎｏ）、基地局２０１は、ステップＳ１４０５の処理
に移行させる。グループ未定且つグルーピングできないＣＣのみである場合（ステップＳ
１４０７：Ｙｅｓ）、基地局２０１は、グルーピングした全てのＣＣについて、送信電力
制御の累計を行う（ステップＳ１４０８）。
【０１３８】
　次に、基地局２０１は、全てのＣＣの電力制御累計結果が閾値範囲内であるか否かを判
断する（ステップＳ１４０９）。全てのＣＣの電力制御累計結果が閾値範囲内である場合
（ステップＳ１４０９：Ｙｅｓ）、基地局２０１は、ステップＳ１４１３の処理に移行さ
せる。
【０１３９】
　全てのＣＣの電力制御累計結果が閾値範囲内ではない場合（ステップＳ１４０９：Ｎｏ
）、基地局２０１は、電力制御累計結果が閾値範囲外のＣＣのグループＩＤをＵＬＣＣグ
ルーピングテーブル７０５から削除する（ステップＳ１４１０）。
【０１４０】
　次に、基地局２０１は、残りが基準ＣＣのみであるか否かを判断する（ステップＳ１４
１１）。残りが基準ＣＣのみではない場合（ステップＳ１４１１：Ｎｏ）、基地局２０１
は、ステップＳ１４１３の処理に移行させる。残りが基準ＣＣのみである場合（ステップ
Ｓ１４１１：Ｙｅｓ）、つまり、ＵＬＣＣグループが基準ＣＣのみである場合、ＵＬＣＣ
グルーピングテーブル７０５において残りの基準ＣＣのグループＩＤを未定にする（ステ
ップＳ１４１２）。
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【０１４１】
　次に、基地局２０１は、使われなくなったＣＣがあればＵＬＣＣグルーピングテーブル
７０５から削除する（ステップＳ１４１３）。次に、基地局２０１は、新規割り当てのＣ
ＣをＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５に追加して、グループＩＤを未定にする（ステ
ップＳ１４１４）。
【０１４２】
　次に、基地局２０１は、上り送信電力制御情報省略モードを開始するか否かを判断する
（ステップＳ１４１５）。基地局２０１は、たとえば、所定時間内において、それぞれの
ＣＣに対するＴＰＣコマンドによる累積電力変化量を集計し、それぞれのＣＣについての
累積結果の最大差分が所定の閾値以下のときに上り送信電力制御情報省略モードを開始す
ると判断する。
【０１４３】
　上り送信電力制御情報省略モードを開始しない場合（ステップＳ１４１５：Ｎｏ）、基
地局２０１は、ステップＳ１４０４の処理に移行させる。上り送信電力制御情報省略モー
ドを開始する場合（ステップＳ１４１５：Ｙｅｓ）、基地局２０１は、移動機２０２に対
して、上り送信電力制御情報省略モードの開始合図を示す情報を送信する。
【０１４４】
　これにより、移動機２０２は、上り送信電力制御情報省略モードの開始の合図を示す情
報を受信する（ステップＳ１４１６）。そして、移動機２０２は、基地局２０１に対して
ＡＣＫ信号による回答を行って、基地局２０１から、移動機２０２単位で抽出されたＵＬ
ＣＣグルーピングデータ１１００を受信する（ステップＳ１４１７）。そして、移動機２
０２は、基地局２０１に対してＡＣＫ信号による回答を行って、ＵＬＣＣグルーピングデ
ータ１１００に含まれるＣＣに対して、上り送信電力制御情報省略モード開始し（ステッ
プＳ１４１８）、処理を終了する。
【０１４５】
　一方、基地局２０１は、ＵＬＣＣグルーピングデータ１１００の送信後に、移動機２０
２から、ＡＣＫ信号による回答を受信すると、基準ＣＣに対してのみ閉ループ送信電力制
御を行い（ステップＳ１４１９）、処理を終了する。開始の合図を示す情報やＵＬＣＣグ
ルーピングデータ１１００は、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を用いて、所定のフォーマットによって基地局２０１から
移動機２０２へ送信される。
【０１４６】
（グルーピングを行う際の動作例）
　図１５－１は、グルーピングを行う際の動作例を示す説明図である。図１５－１に示す
ように、基地局２０１は、４つのコンポーネントキャリアＣＣ（ＣＣ１，ＣＣ２，ＣＣ３
，ＣＣ４）が存在している。４つのＣＣのうち、たとえば、制御チャネルのマッピングさ
れたＣＣや、データチャネルのマッピングされたＣＣが、基準ＣＣに（ＣＣ２）決定され
る。基地局２０１は、基準ＣＣより低い周波数のＣＣを検索する。
【０１４７】
　たとえば、基地局２０１は、Ｆ＿ｇｒｏｕｐ幅の半分（Ｆ＿ｇｒｏｕｐ／２）の範囲で
、基準ＣＣより低い周波数のＣＣを検索し、該当するＣＣ（ＣＣ１）をグルーピングする
。つまり、基地局２０１は、Ｌｏｗｅｒ側Ｅｄｇｅから周波数の最も低いＣＣを検索して
、該当するＣＣ１をグルーピングする。また、基地局２０１は、Ｆ＿ｇｒｏｕｐ幅で周波
数の高いＣＣを検索して、該当するＣＣ（ＣＣ３）をグルーピングする。このようにして
、基地局２０１は、基準ＣＣに基づいてＣＣ１，ＣＣ３をグルーピングする。
【０１４８】
（グルーピングを行う際に合わせるＣｈａｎｎｅｌ　Ｅｄｇｅの一例）
　図１５－２は、グルーピングを行う際に合わせるＣｈａｎｎｅｌ　Ｅｄｇｅの一例を示
す説明図である。基地局２０１は、同一の基地局２０１と、同一の移動機２０２との間で
使用されるＣＣに対してのみ、グルーピングを行い、グルーピングしたＣＣについて共通
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に閉ループ電力制御を行う。
【０１４９】
　グルーピングは、周波数軸上における距離Ｆ＿ｇｒｏｕｐを基準にして行われる。図１
５－２に示すように、グルーピングの際、周波数の低いＣＣ１は、Ｌｏｗｅｒ側のＣｈａ
ｎｎｅｌ　Ｅｄｇｅに合わせられる。また、周波数の高いＣＣ３は、Ｕｐｐｅｒ側のＣｈ
ａｎｎｅｌ　Ｅｄｇｅに合わせられる。
【０１５０】
　Ｆ＿ｇｒｏｕｐは、周波数帯域に応じて異なる初期値とすることができる。たとえば、
周波数の低い周波数帯域に対して、Ｆ＿ｇｒｏｕｐはなるべく広く設定される。たとえば
、８００ＭＨｚ帯では６０ＭＨｚ程度が設定される。また、周波数の高い周波数帯域に対
して、Ｆ＿ｇｒｏｕｐはなるべく狭く設定される。たとえば、２ＧＨｚ帯では５０ＭＨｚ
程度が設定される。
【０１５１】
　また、Ｆ＿ｇｒｏｕｐは、移動機２０２の移動速度や位置などの状態に応じて異なる初
期値とすることができる。たとえば、ＧＰＳ情報などで移動機２０２が移動していると判
明した場合、基地局２０１は、移動速度に応じてＦ＿ｇｒｏｕｐの初期値を小さくする。
また、８００ＭＨｚ周波数帯域を使って通信中に、移動速度が６０Ｋｍ程度の電車に搭乗
している場合、基地局２０１は、Ｆ＿ｇｒｏｕｐを６０ＭＨｚから４０ＭＨｚに下げる。
【０１５２】
　また、基地局２０１は、たとえばＧＰＳ情報などにより、移動機２０２がオフィス街に
いると判明した場合、所定場所の状況に応じてＦ＿ｇｒｏｕｐの初期値を小さくする。所
定場所の状況とは、基地局２０１と移動機２０２との間の電波の遮蔽度合いである。具体
例として、２ＧＨｚ周波数帯域を使って通信中に、周りに高層ビルが乱立する場合、つま
り遮蔽度合いが高い場合、Ｆ＿ｇｒｏｕｐを５０ＭＨｚから４０ＭＨｚに下げる。
【０１５３】
　また、Ｆ＿ｇｒｏｕｐは、運用中に可変とする。たとえば、グルーピングの後、ＣＣ毎
の電力制御累積値が大きくばらつく場合、Ｆ＿ｇｒｏｕｐを狭めて再度グルーピングする
。また、共通閉ループ電力制御（送信電力制御情報省略モード）が長続きしない場合（た
とえば、１０回くらい共通閉ループ電力制御を行った後、基準ＣＣ以外グループ内のＣＣ
について、無線品質が全て保たれなくなった）、Ｆ＿ｇｒｏｕｐを狭めて再度グルーピン
グしてもよい。このように、Ｆ＿ｇｒｏｕｐの幅を狭めることにより、共通閉ループ電力
制御を安定して行うことができる。
【０１５４】
（上り送信電力制御情報省略モード中の処理の一例）
　図１６は、基地局および移動機が行う上り送信電力制御情報省略モード中の処理の一例
を示すシーケンス図である。図１６に示すように、基地局２０１は、上り送信電力制御情
報省略モード動作中である（ステップＳ１６０１）。また、移動機２０２についても、Ｕ
ＬＣＣグルーピングデータ１１００に含まれるＣＣに対して、上り送信電力制御情報省略
モード動作中である（ステップＳ１６０２）。
【０１５５】
　基地局２０１は、全てのＣＣについて上り無線品質を測定する（ステップＳ１６０３）
。次に、基地局２０１は、上り無線品質が下限値未満（所定品質未満）のＣＣがあるか否
かを判断する（ステップＳ１６０４）。上り無線品質が下限値未満のＣＣがない場合（ス
テップＳ１６０４：Ｎｏ）、つまり、上り無線品質が所定品質以上である場合、基地局２
０１は、ステップＳ１６１０の処理に移行させる。
【０１５６】
　上り無線品質が下限値未満のＣＣがある場合（ステップＳ１６０４：Ｙｅｓ）、基地局
２０１は、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５から無線品質の下限値未満のＣＣを外す
（ステップＳ１６０５）。具体的には、基地局２０１は、グループＩＤフィールドを未定
にする。次に、基地局２０１は、新規に対象の移動機２０２との間に割り当てられたＣＣ
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があるか否かを判断する（ステップＳ１６０６）。
【０１５７】
　新規に対象の移動機２０２との間に割り当てられたＣＣがない場合（ステップＳ１６０
６：Ｎｏ）、基地局２０１は、ステップＳ１６１０の処理に移行させる。新規に対象の移
動機２０２との間に割り当てられたＣＣがある場合（ステップＳ１６０６：Ｙｅｓ）、割
り当てられたＣＣをＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５に追加する（ステップＳ１６０
７）。このとき、グループＩＤフィールドは未定にする。
【０１５８】
　次に、基地局２０１は、対象の移動機２０２との間に削除されたＣＣがあるか否かを判
断する（ステップＳ１６０８）。対象の移動機２０２との間に削除されたＣＣがない場合
（ステップＳ１６０８：Ｎｏ）、基地局２０１は、ステップＳ１６１０の処理に移行させ
る。対象の移動機２０２との間に削除されたＣＣがある場合（ステップＳ１６０８：Ｙｅ
ｓ）、基地局２０１は、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５から対象となるＣＣ（ＵＬ
ＣＣグルーピングデータ１１００）を削除する（ステップＳ１６０９）。
【０１５９】
　次に、基地局２０１は、上り送信電力制御情報省略モードを継続するか否かを判断する
（ステップＳ１６１０）。基地局２０１は、ＣＣグループに属するＣＣが一つ以下になっ
た場合に、上り送信電力制御情報省略モードを継続しないと判断する。
【０１６０】
　上り送信電力制御情報省略モードを継続する場合（ステップＳ１６１０：Ｙｅｓ）、基
地局２０１は、グループ未定のＣＣについて、再度グルーピングを行う（ステップＳ１６
１１）。グルーピングは、図１４のステップＳ１４０４、ステップＳ１４０５、ステップ
Ｓ１４０６に示した手順で行う。
【０１６１】
　次に、基地局２０１は、移動機２０２に対して、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５
の更新情報を送信する。これにより、移動機２０２は、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７
０５の更新情報を受信する（ステップＳ１６１２）。
【０１６２】
　そして、移動機２０２は、基地局２０１に対してＡＣＫ信号による回答を行って、ＵＬ
ＣＣグルーピングテーブル７０５の変更にしたがって送信電力制御情報省略モード動作を
変更する（ステップＳ１６１３）。具体的には、移動機２０２は、ＣＣグループに新規に
追加されたＣＣに対して、基準ＣＣと共通に送信電力制御を行ったり、どのＣＣグループ
にも属さなくなったＣＣに対して、個別の送信電力制御に戻したりする。
【０１６３】
　一方、基地局２０１は、移動機２０２からＡＣＫ信号による回答を受信すると、更新さ
れたＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５における基準ＣＣにのみ閉ループ送信電力制御
を行い（ステップＳ１６１４）、ステップＳ１６０１の処理に移行する。ステップＳ１６
１０において、上り送信電力制御情報省略モードを継続しない場合（ステップＳ１６１０
：Ｎｏ）、基地局２０１は、移動機２０２に対して、上り送信電力制御情報省略モードの
終了合図を示す情報を送信する。
【０１６４】
　そして、基地局２０１は、移動機２０２からＡＣＫ信号による回答を受信すると、上り
送信電力制御情報省略モード終了処理を行って（ステップＳ１６１５）、一連の処理を終
了する。上り送信電力制御情報省略モード終了処理において、基地局２０１は、各ＣＣに
対して個別に送信電力制御を開始させたり、ＵＬＣＣグルーピングテーブル７０５のＵＬ
ＣＣグルーピングデータ１１００をクリアしたりする。
【０１６５】
　移動機２０２は、上り送信電力制御情報省略モードの終了合図を示す情報を受信したか
否かを判断する（ステップＳ１６１６）。上り送信電力制御情報省略モードの終了合図を
示す情報を受信しない場合（ステップＳ１６１６：Ｎｏ）、移動機２０２は、ステップＳ
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１６０２の処理に移行させる。上り送信電力制御情報省略モードの終了合図を示す情報を
受信した場合（ステップＳ１６１６：Ｙｅｓ）、移動機２０２は、ＡＣＫ信号による回答
を行うとともに、上り送信電力制御情報省略モード終了処理を行って（ステップＳ１６１
７）、一連の処理を終了する。
【０１６６】
　上り送信電力制御情報省略モード終了処理において、移動機２０２は、各ＣＣに対して
ＴＰＣコマンドの共通適用を停止したり、個別に送信電力制御を開始させたり、ＵＬＣＣ
グルーピングテーブル８０５のＵＬＣＣグルーピングデータをクリアしたりする。
【０１６７】
（基地局が行う下り送信電力制御情報省略モード時の送信電力制御処理の一例）
　図１７は、基地局が行う下り送信電力制御情報省略モード時の送信電力制御処理の一例
を示すフローチャートである。図１７に示すように、基地局２０１は、ＤＬＣＣグルーピ
ングテーブル７１３（図１２参照）を作成する（ステップＳ１７０１）。次に、基地局２
０１は、ＤＬ送信電力を累積し、不適切にグルーピングされたＣＣをグループから外す（
ステップＳ１７０２）。
【０１６８】
　次に、基地局２０１は、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３を更新する（ステップＳ
１７０３）。具体的には、基地局２０１は、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３におい
て、通信に使われなくなるＣＣを削除したり、新規のＣＣを追加したり、外したＣＣを最
適なグループに追加したりする。
【０１６９】
　次に、基地局２０１は、下り送信電力制御情報省略モード（図１７以降の各図面では「
下り省略モード」と記載）を開始するか否かを判断する（ステップＳ１７０４）。基地局
２０１は、たとえば、所定の時間内において、各ＣＣについて移動機２０２から受信した
ＴＰＣコマンドによる累積電力変化量を集計し、各ＣＣについての累積結果の最大差分が
所定の閾値以下のときに下り送信電力制御情報省略モードを開始すると判断する。
【０１７０】
　下り送信電力制御情報省略モードを開始するか否かの判断は、移動機２０２が行っても
よい。この場合、移動機２０２は、所定の時間内において、各ＣＣに対する基地局２０１
へ発行したＴＰＣコマンドによる累積電力変化量の累積結果の最大差分が所定の閾値以下
のときに下り送信電力制御情報省略モードを開始すると判断すればよい。
【０１７１】
　下り送信電力制御情報省略モードを開始しない場合（ステップＳ１７０４：Ｎｏ）、基
地局２０１は、ステップＳ１７０２の処理に移行させる。下り送信電力制御情報省略モー
ドを開始する場合（ステップＳ１７０４：Ｙｅｓ）、下り送信電力制御情報省略モードの
開始合図を示す情報を全ての移動機２０２へ送信する（ステップＳ１７０５）。
【０１７２】
　次に、基地局２０１は、ＡＣＫ信号を返信しない移動機２０２については、ＤＬＣＣグ
ルーピングテーブル７１３の「送信電力制御情報省略モード対応」フィールドを「０：非
対応」に更新する（ステップＳ１７０６）。基地局２０１は、ＡＣＫ信号を返信した移動
機２０２に対して、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３から移動機単位でＤＬＣＣグル
ーピングデータ１２００（図１２参照）を抽出して対応する移動機２０２へ送信する（ス
テップＳ１７０７）。
【０１７３】
　次に、基地局２０１は、各移動機２０２からの指示に応じて、各移動機２０２が有する
全てのＣＣグループについて基準ＣＣに対してのみ閉ループ送信電力制御を行わせる（ス
テップＳ１７０８）。次に、基地局２０１は、各移動機２０２に、全ＣＣに対して無線品
質の測定を行わせる（ステップＳ１７０９）。次に、基地局２０１は、各移動機２０２か
ら、品質劣化により外したＣＣＩＤを取得する（ステップＳ１７１０）。なお、移動機２
０２では、外したＣＣに対して個別に閉ループ送信電力制御が行われる。
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【０１７４】
　次に、基地局２０１は、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３を更新する（ステップＳ
１７１１）。たとえば、基地局２０１は、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３において
、移動機２０２によってグループを外されたＣＣを反映させたり、通信に使われなくなる
ＣＣを削除したり、新規のＣＣを追加したり、外したＣＣを最適なグループに追加したり
する。
【０１７５】
　次に、基地局２０１は、更新したＤＬＣＣグルーピングデータ１２００を、対象となる
移動機２０２に送信する（ステップＳ１７１２）。次に、基地局２０１は、下り送信電力
制御情報省略モードが継続不能な移動機２０２に対して終了の合図を示す情報を送信する
（ステップＳ１７１３）。継続不能とは、たとえば電波状態の悪化などが挙げられる。次
に、基地局２０１は、下り送信電力制御情報省略モードを開始または継続する移動機２０
２があるか否かを判断する（ステップＳ１７１４）。
【０１７６】
　下り送信電力制御情報省略モードを開始または継続する移動機２０２がある場合（ステ
ップＳ１７１４：Ｙｅｓ）、基地局２０１は、ステップＳ１７０８の処理に移行させる。
下り送信電力制御情報省略モードを開始または継続する移動機２０２がない場合（ステッ
プＳ１７１４：Ｎｏ）、基地局２０１は、一連の処理を終了する。
【０１７７】
（下り送信電力制御情報省略モードを開始する際の処理の一例）
　図１８は、基地局および移動機が行う下り送信電力制御情報省略モードを開始する際の
処理の一例を示すシーケンス図である。図１８に示すように、基地局２０１は、全てのＣ
Ｃに対して個別に下り送信電力制御（従来通りの制御）を行う（ステップＳ１８０１）。
また、移動機２０２についても、全てのＣＣに対して個別に下り送信電力制御（従来通り
の制御）を行う（ステップＳ１８０２）。
【０１７８】
　基地局２０１は、通信中の移動機２０２との間で使用しているＣＣをリストアップする
（ステップＳ１８０３）。たとえば、基地局２０１は、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７
１３の移動機ＩＤフィールドとＣＣＩＤフィールドに情報を入力する。次に、基地局２０
１は、グループ幅（Ｆ＿ｇｒｏｕｐ）を決定する（ステップＳ１８０４）。グループ幅の
決定は、たとえば、移動機２０２の位置、移動速度、周波数帯域、などに応じて異なる。
【０１７９】
　そして、基地局２０１は、１グループにつき１つの基準ＣＣを決定する（ステップＳ１
８０５）。たとえば、基地局２０１は、制御チャネルのマッピングされたＣＣやデータチ
ャネルのマッピングされたＣＣを基準ＣＣに決定したり、ランダムに基準ＣＣを決定した
りする。次に、基地局２０１は、基準ＣＣを中心にグループ幅に収まるＣＣをグルーピン
グする（ステップＳ１８０６）。
【０１８０】
　次に、基地局２０１は、グループ未定且つグルーピングできないＣＣのみであるか否か
を判断する（ステップＳ１８０７）。グループ未定且つグルーピングできないＣＣのみで
はない場合（ステップＳ１８０７：Ｎｏ）、基地局２０１は、ステップＳ１８０５の処理
に移行させる。グループ未定且つグルーピングできないＣＣのみである場合（ステップＳ
１８０７：Ｙｅｓ）、基地局２０１は、グルーピングした全てのＣＣについて、送信電力
制御の累計を行う（ステップＳ１８０８）。
【０１８１】
　次に、基地局２０１は、全てのＣＣの電力制御累計結果が閾値範囲内であるか否かを判
断する（ステップＳ１８０９）。全てのＣＣの電力制御累計結果が閾値範囲内である場合
（ステップＳ１８０９：Ｙｅｓ）、基地局２０１は、ステップＳ１８１３の処理に移行さ
せる。
【０１８２】



(26) JP 6225552 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

　全てのＣＣの電力制御累計結果が閾値範囲内ではない場合（ステップＳ１８０９：Ｎｏ
）、基地局２０１は、電力制御累計結果が閾値範囲外のＣＣのグループＩＤをＤＬＣＣグ
ルーピングテーブル７１３から削除する（ステップＳ１８１０）。
【０１８３】
　次に、基地局２０１は、残りが基準ＣＣのみであるか否かを判断する（ステップＳ１８
１１）。残りが基準ＣＣのみではない場合（ステップＳ１８１１：Ｎｏ）、基地局２０１
は、ステップＳ１８１３の処理に移行させる。残りが基準ＣＣのみである場合（ステップ
Ｓ１８１１：Ｙｅｓ）、つまり、ＤＬＣＣグループが基準ＣＣのみである場合、ＤＬＣＣ
グルーピングテーブル７１３において残りの基準ＣＣのグループＩＤを未定にする（ステ
ップＳ１８１２）。
【０１８４】
　次に、基地局２０１は、使われなくなったＣＣがあればＤＬＣＣグルーピングテーブル
７１３から削除する（ステップＳ１８１３）。次に、基地局２０１は、新規割り当てのＣ
ＣをＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３に追加して、グループＩＤを未定にする（ステ
ップＳ１８１４）。
【０１８５】
　次に、基地局２０１は、下り送信電力制御情報省略モードを開始するか否かを判断する
（ステップＳ１８１５）。基地局２０１は、たとえば、所定の時間内において、各ＣＣに
ついて移動機２０２から受信したＴＰＣコマンドによる累積電力変化量を集計し、各ＣＣ
についての累積結果の最大差分が所定の閾値以下のときに下り送信電力制御情報省略モー
ドを開始すると判断する。
【０１８６】
　下り送信電力制御情報省略モードを開始しない場合（ステップＳ１８１５：Ｎｏ）、基
地局２０１は、ステップＳ１８０４の処理に移行させる。下り送信電力制御情報省略モー
ドを開始する場合（ステップＳ１８１５：Ｙｅｓ）、基地局２０１は、移動機２０２に対
して、下り送信電力制御情報省略モードの開始合図を示す情報を送信する。
【０１８７】
　これにより、移動機２０２は、下り送信電力制御情報省略モードの開始の合図を示す情
報を受信する（ステップＳ１８１６）。そして、移動機２０２は、基地局２０１に対して
ＡＣＫ信号による回答を行って、基地局２０１から、移動機２０２単位で抽出されたＤＬ
ＣＣグルーピングデータ１２００を受信する（ステップＳ１８１７）。そして、移動機２
０２は、基地局２０１に対してＡＣＫ信号による回答を行って、基準ＣＣに対してのみ閉
ループ送信電力制御を行い（ステップＳ１８１８）、処理を終了する。
【０１８８】
　一方、基地局２０１は、ＤＬＣＣグルーピングデータ１２００の送信後に、移動機２０
２から、ＡＣＫ信号による回答を受信すると、ＤＬＣＣグルーピングデータ１２００に含
まれるＣＣに対して、下り送信電力制御情報省略モード開始し（ステップＳ１８１９）、
処理を終了する。
【０１８９】
（下り送信電力制御情報省略モード中の処理の一例）
　図１９は、基地局および移動機が行う下り送信電力制御情報省略モード中の処理の一例
を示すシーケンス図である。図１９に示すように、基地局２０１は、ＤＬＣＣグルーピン
グデータ１２００に含まれるＣＣに対して、下り送信電力制御情報省略モード動作中であ
る（ステップＳ１９０１）。また、移動機２０２についても、下り送信電力制御情報省略
モード動作中である（ステップＳ１９０２）。
【０１９０】
　移動機２０２は、ＤＬＣＣグループ内のＣＣについて下り無線品質を測定する（ステッ
プＳ１９０３）。次に、移動機２０２は、下り無線品質が下限値未満のＣＣがあるか否か
を判断する（ステップＳ１９０４）。下り無線品質が下限値未満のＣＣがない場合（ステ
ップＳ１９０４：Ｎｏ）、移動機２０２は、ステップＳ１９１５の処理に移行させる。
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【０１９１】
　下り無線品質が下限値未満のＣＣがある場合（ステップＳ１９０４：Ｙｅｓ）、移動機
２０２は、ＤＬＣＣグループから無線品質が下限値未満のＣＣを外す旨を示す更新用の情
報を送信する（ステップＳ１９０５）。これにより、基地局２０１は、更新用の情報を受
信する（ステップＳ１９０６）。そして、基地局２０１は、移動機２０２に対してＡＣＫ
信号による回答を行う。これを受けて、移動機２０２は、外したＣＣについて個別の送信
電力制御に戻す（ステップＳ１９０７）。
【０１９２】
　基地局２０１は、移動機２０２に対してＡＣＫ信号による回答を行った後に、対象のＣ
Ｃについて、ＤＬＣＣグループに適用する送信電力制御を共通に適用するのを停止する（
ステップＳ１９０８）。そして、基地局２０１は、移動機２０２からの個別のＴＰＣを適
用する。次に、基地局２０１は、新たに割り当てられたＣＣにＤＬＣＣグループに追加で
きるものがあるか否かを判断する（ステップＳ１９０９）。
【０１９３】
　基地局２０１は、たとえば、所定の時間内において、対象のＣＣについて移動機２０２
から受信したＴＰＣコマンドによる累積電力変化量を計算し、累積結果が所定の閾値以内
になれば新たにＤＬＣＣグループに追加すると判断する。新たにＣＣをＤＬＣＣグループ
に追加するか否かの判断については、移動機２０２が行うことも可能である。この場合、
移動機２０２は、たとえば、所定の時間内において、対象のＣＣについて移動機２０２が
発行したＴＰＣコマンドによる累積電力変化量の累積結果が所定の閾値以内になればＣＣ
グループに追加すると判断する。
【０１９４】
　新たに割り当てられたＣＣにＤＬＣＣグループに追加できるものがない場合（ステップ
Ｓ１９０９：Ｎｏ）、基地局２０１はステップＳ１９１３の処理に移行させる。新たに割
り当てられたＣＣにＤＬＣＣグループに追加できるものがある場合（ステップＳ１９０９
：Ｙｅｓ）、割り当てられたＣＣをＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３に追加する（ス
テップＳ１９１０）。
【０１９５】
　次に、基地局２０１は、移動機に送信するＤＬＣＣグルーピングデータ１２００に含ま
れるＣＣに削除されるものがあるか否かを判断する（ステップＳ１９１１）。削除される
ものがない場合（ステップＳ１９１１：Ｎｏ）、基地局２０１はステップＳ１９１３の処
理に移行させる。削除されるものがある場合（ステップＳ１９１１：Ｙｅｓ）、基地局２
０１は、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３から対象となるＣＣ（ＤＬＣＣグルーピン
グデータ１２００）を削除する（ステップＳ１９１２）。
【０１９６】
　次に、基地局２０１は、下り送信電力制御情報省略モードを継続するか否かを判断する
（ステップＳ１９１３）。基地局２０１は、ＣＣグループに属するＣＣが一つ以下になっ
た場合に、下り送信電力制御情報省略モードを継続しないと判断する。
【０１９７】
　下り送信電力制御情報省略モードを継続する場合（ステップＳ１９１３：Ｙｅｓ）、基
地局２０１は、グループ未定のＣＣについて、再度グルーピングを行う（ステップＳ１９
１４）。グルーピングは、図１８のステップＳ１８０４、ステップＳ１８０５、ステップ
Ｓ１８０６に示した手順で行う。
【０１９８】
　次に、基地局２０１は、移動機２０２に対して、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３
の更新情報を送信する。これにより、移動機２０２は、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７
１３の更新情報を受信する（ステップＳ１９１５）。
【０１９９】
　そして、移動機２０２は、基地局２０１に対してＡＣＫ信号による回答を行う。次に、
移動機２０２は、更新されたＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３における基準ＣＣにの
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み閉ループ送信電力制御を行い（ステップＳ１９１６）、ステップＳ１９１９の処理に移
行する。
【０２００】
　一方、基地局２０１は、移動機２０２からＡＣＫ信号による回答を受信すると、ＤＬＣ
Ｃグルーピングテーブル７１３の変更にしたがって送信電力制御情報省略モード動作を変
更し（ステップＳ１９１７）、ステップＳ１９０１の処理に移行する。具体的には、基地
局２０１は、ＣＣグループに新規に追加されたＣＣに対して、基準ＣＣと共通に送信電力
制御を行ったり、どのＣＣグループにも属さなくなったＣＣに対して、個別の送信電力制
御に戻したりする。
【０２０１】
　ステップＳ１９１３において、下り送信電力制御情報省略モードを継続しない場合（ス
テップＳ１９１３：Ｎｏ）、基地局２０１は、移動機２０２に対して、下り送信電力制御
情報省略モードの終了合図を示す情報を送信する。
【０２０２】
　そして、基地局２０１は、移動機２０２からＡＣＫ信号による回答を受信すると、下り
送信電力制御情報省略モード終了処理を行って（ステップＳ１９１８）、一連の処理を終
了する。下り送信電力制御情報省略モード終了処理において、基地局２０１は、各ＣＣに
対して個別に送信電力制御を開始させたり、ＤＬＣＣグルーピングテーブル７１３のＤＬ
ＣＣグルーピングデータ１２００－１をクリアしたりする。
【０２０３】
　移動機２０２は、下り送信電力制御情報省略モードの終了合図を示す情報を受信したか
否かを判断する（ステップＳ１９１９）。下り送信電力制御情報省略モードの終了合図を
示す情報を受信しない場合（ステップＳ１９１９：Ｎｏ）、移動機２０２は、ステップＳ
１９０２の処理に移行させる。下り送信電力制御情報省略モードの終了合図を示す情報を
受信した場合（ステップＳ１９１９：Ｙｅｓ）、移動機２０２は、ＡＣＫ信号による回答
を行うとともに、下り送信電力制御情報省略モード終了処理を行って（ステップＳ１９２
０）、一連の処理を終了する。
【０２０４】
　下り送信電力制御情報省略モード終了処理において、移動機２０２は、各ＣＣに対して
ＴＰＣコマンドの共通適用を停止したり、個別に送信電力制御を開始させたり、ＤＬＣＣ
グルーピングテーブル８１２のＤＬＣＣグルーピングデータをクリアしたりする。
【０２０５】
　ステップＳ１９１３の、下り送信電力制御情報省略モードを継続するか否かの判断は、
移動機２０２が行ってもよい。この場合、移動機２０２が基地局２０１に下り送信電力制
御情報省略モードの終了合図を示す情報を送信するとともに、自身の下り送信電力制御情
報省略モードを終了させればよい。また、基地局２０１は終了合図を示す情報を受信する
ことにより、基地局２０１における下り送信電力制御情報省略モードを終了させればよい
。
【０２０６】
　ダウンリンクの場合、基地局２０１が送信して、移動機２０２が受信することになる。
そのため、全コンポーネントキャリアの無線品質が分かるのは移動機２０２である。その
ため、移動機２０２がＤＬＣＣグルーピングテーブル８１２（基地局２０１のＤＬＣＣグ
ルーピングテーブル７１３）を生成して更新してもよい。
【０２０７】
　以上説明したように、本実施の形態では、伝搬路特性が類似する複数のコンポーネント
キャリアに対して一の送信電力の制御情報によって送信電力を制御する送信電力制御情報
省略モードを行うようにした。このように、伝搬路特性が類似している複数のコンポーネ
ントキャリアに対して共通のＴＰＣコマンドを用いることによって、制御のためオーバー
ヘッドを減らすことがきる。したがって、送信電力制御のための情報量が減らし、制御チ
ャネルの負荷を軽減させることができる。また、伝搬路特性が類似する複数のコンポーネ



(29) JP 6225552 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

ントキャリアの無線信号の品質の低下を抑えることができる。
【０２０８】
　さらに、本実施の形態では、グルーピングされない他のコンポーネントキャリアについ
ては、それぞれ個別の制御情報により送信電力を制御するようにした。したがって、送信
電力制御情報省略モード時においても、グルーピングされない他のコンポーネントキャリ
アに対して無線信号の品質の低下を抑えることができる。
【０２０９】
　また、本実施の形態では、伝搬路特性が類似し且つ無線信号の品質が安定している複数
のコンポーネントキャリアをグルーピングして、一の送信電力の制御情報によって送信電
力を制御するようにした。したがって、送信電力制御情報省略モード時における無線信号
の品質の低下を抑えることができる。
【０２１０】
　また、本実施の形態では、伝搬路特性が類似し且つ送信電力が安定している複数のコン
ポーネントキャリアをグルーピングして、一の送信電力の制御情報によって送信電力を制
御するようにした。したがって、送信電力制御情報省略モード時における無線信号の品質
の低下を抑えることができる。
【０２１１】
　さらに、本実施の形態では、周期的にコンポーネントキャリアをグルーピングするよう
にしたので、グルーピングするコンポーネントキャリアを逐次更新することができる。し
たがって、無線信号の品質の低下をより抑えることができる。
【０２１２】
　また、本実施の形態では、コンポーネントキャリアの中心周波数が高周波数である場合
、コンポーネントキャリアの中心周波数が低周波数である場合に比べて、狭い周波数帯域
幅（グループ幅）になるようにした。したがって、コンポーネントキャリアの中心周波数
が高周波数である場合に、無線信号の品質の低下を抑えることができる。
【０２１３】
　さらに、本実施の形態では、移動機２０２の移動速度が速くなると、狭い周波数帯域幅
（グループ幅）になるようにした。したがって、移動機２０２の移動速度が速くなった場
合に、無線信号の品質の低下を抑えることができる。
【０２１４】
　また、本実施の形態では、基地局２０１と移動機２０２との間の電波の遮蔽度合いが高
くなると、狭い周波数帯域幅（グループ幅）になるようにした。したがって、電波の遮蔽
度合いが高くなった場合に、無線信号の品質の低下を抑えることができる。
【０２１５】
　上述した実施の形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【０２１６】
（付記１）複数の周波数帯域を同時に用いて第１通信装置および第２通信装置が無線通信
を行う無線通信方法において、
　前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域の中から所定の周波数帯域幅に含まれる２以上の周波数帯域を抽
出し、
　抽出した前記２以上の周波数帯域のうちの少なくともいずれかの周波数帯域によって前
記第２通信装置から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、前記２以上の周波数帯
域の各無線信号の送信電力の共通の制御情報を前記第２通信装置へ送信し、
　前記第２通信装置が、
　前記第１通信装置によって送信された前記共通の制御情報を用いて送信電力を制御した
前記２以上の周波数帯域の各無線信号を前記第１通信装置へ送信する、
　ことを特徴とする無線通信方法。
【０２１７】
（付記２）前記第１通信装置が、
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　前記複数の周波数帯域のうちの抽出されなかった周波数帯域のそれぞれについて、前記
第２通信装置から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、前記抽出されなかった周
波数帯域の各無線信号の送信電力の制御情報を前記第２通信装置へ送信し、
　前記第２通信装置が、
　前記第１通信装置によって送信された前記制御情報を用いて送信電力を制御した前記抽
出されなかった周波数帯域の無線信号を前記第１通信装置へ送信する、
　ことを特徴とする付記１に記載の無線通信方法。
【０２１８】
（付記３）前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域の中から、前記所定の周波数帯域幅に含まれ且つ各周波数帯域に
ついての個別の送信電力の累積制御量がそれぞれ所定量以下である２以上の周波数帯域を
抽出する、
　ことを特徴とする付記１または２に記載の無線通信方法。
【０２１９】
（付記４）前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域の中から、前記所定の周波数帯域幅に含まれ且つ前記第２通信装
置から受信した無線信号の品質がそれぞれ所定品質以上である２以上の周波数帯域を抽出
する、
　ことを特徴とする付記１～３のいずれか一つに記載の無線通信方法。
【０２２０】
（付記５）前記第１通信装置が、
　前記２以上の周波数帯域を周期的に抽出する、
　ことを特徴とする付記４に記載の無線通信方法。
【０２２１】
（付記６）前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域の中から、前記複数の周波数帯域のうちの少なくともいずれかの
周波数帯域の中心周波数に応じた周波数帯域幅に含まれる２以上の周波数帯域を抽出する
、
　ことを特徴とする付記１～５のいずれか一つに記載の無線通信方法。
【０２２２】
（付記７）前記第２通信装置が、
　移動局であり、
　前記第１通信装置が、
　前記第２通信装置の移動速度を示す情報を取得し、
　前記複数の周波数帯域の中から、取得した情報が示す移動速度に応じた周波数帯域幅に
含まれる２以上の周波数帯域を抽出する、
　ことを特徴とする付記１～６のいずれか一つに記載の無線通信方法。
【０２２３】
（付記８）前記第１通信装置が、
　前記第１通信装置と前記第２通信装置との間の電波の遮蔽度合いを示す情報を取得し、
　前記複数の周波数帯域の中から、取得した情報が示す遮蔽度合いに応じた周波数帯域幅
に含まれる２以上の周波数帯域を抽出する、
　ことを特徴とする付記１～７のいずれか一つに記載の無線通信方法。
【０２２４】
（付記９）複数の周波数帯域を同時に用いて無線通信を行う第１通信装置と第２通信装置
とを含む無線通信システムにおいて、
　前記第１通信装置が、
　前記複数の周波数帯域の中から所定の周波数帯域幅に含まれる２以上の周波数帯域を抽
出する抽出部と、
　前記抽出部によって抽出された前記２以上の周波数帯域のうちの少なくともいずれかの
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周波数帯域によって前記第２通信装置から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、
前記２以上の周波数帯域の各無線信号の送信電力の共通の制御情報を前記第２通信装置へ
送信する送信部と、
　を有し、
　前記第２通信装置が、
　前記第１通信装置によって送信された前記共通の制御情報を用いて送信電力を制御した
前記２以上の周波数帯域の各無線信号を前記第１通信装置へ送信する送信部を有する、
　ことを特徴とする無線通信システム。
【０２２５】
（付記１０）複数の周波数帯域を同時に用いて他の通信装置から無線信号を受信する通信
装置において、
　前記複数の周波数帯域の中から所定の周波数帯域幅に含まれる２以上の周波数帯域を抽
出する抽出部と、
　前記抽出部によって抽出された前記２以上の周波数帯域のうちの少なくともいずれかの
周波数帯域について前記他の通信装置から受信した無線信号の品質の測定結果に基づく、
前記２以上の周波数帯域の各無線信号の送信電力の共通の制御情報を前記他の通信装置へ
送信することにより、前記他の通信装置に、前記共通の制御情報を用いて送信電力を制御
した前記２以上の周波数帯域の各無線信号を自装置へ送信させる制御部と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【符号の説明】
【０２２６】
　１００　無線通信システム
　１１０　第１通信装置
　１１１　抽出部
　１１２　送信部
　１１３　取得部
　１２０　第２通信装置
　１２１　受信部
　１２２　送信部
　２０１　基地局
　２０２　移動機
　７０１ａ　ＣＣ１受信部
　７０１ｂ　ＣＣ２受信部
　７０２ａ　ＣＣ１復調・復号部
　７０２ｂ　ＣＣ２復調・復号部
　７０３　無線回線品質測定部
　７０４　上り送信電力制御方法判定部
　７０５　ＵＬＣＣグルーピングテーブル
　７０６　上り送信電力制御方法通知部
　７０７　上り送信電力制御部
　７０８　上り送信電力制御信号作成部
　７０９ａ　ＣＣ１符号化・変調部
　７０９ｂ　ＣＣ２符号化・変調部
　７１０ａ　ＣＣ１送信部
　７１０ｂ　ＣＣ２送信部
　７１１　送信電力情報検出部
　７１２　下り送信電力制御方法判定部
　７１３　ＤＬＣＣグルーピングテーブル
　７１４　下り送信電力制御部
　７１５ａ　ＣＣ１振幅調整部
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　７１５ｂ　ＣＣ２振幅調整部
　７１６ａ　ＣＣ１格納部
　７１６ｂ　ＣＣ２格納部
　８０１ａ　ＣＣ１受信部
　８０１ｂ　ＣＣ２受信部
　８０２ａ　ＣＣ１復調・復号部
　８０２ｂ　ＣＣ２復調・復号部
　８０３　送信電力情報検出部
　８０４　上り送信電力制御方法判定部
　８０５　ＵＬＣＣグルーピングテーブル
　８０６　上り送信電力制御部
　８０７ａ　ＣＣ１振幅調整部
　８０７ｂ　ＣＣ２振幅調整部
　８０８ａ　ＣＣ１符号化・変調部
　８０８ｂ　ＣＣ２符号化・変調部
　８０９ａ　ＣＣ１送信部
　８０９ｂ　ＣＣ２送信部
　８１０　無線回線品質測定部
　８１１　下り送信電力制御方法判定部
　８１２　ＤＬＣＣグルーピングテーブル
　８１３　下り送信電力制御方法通知部
　８１４　下り送信電力制御部
　８１５　下り送信電力制御信号作成部
　８１６ａ　ＣＣ１格納部
　８１６ｂ　ＣＣ２格納部
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